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　本年度開所した、ひか
りの子保育園の初めての
運動会。２歳児クラス、
にじ組のかけっこでのひ
とコマです。
　お返事も体操もかけっ
こも、子どもたちは何を
するにも一生懸命。会場
は、たくさんの声援と明
るい笑顔で溢れていまし
た。

９
月
９
日
、
熊
本
大
学
薬
学
部
と

市
は
互
い
に
協
力
し
、
薬
用
植
物
の

研
究
・
開
発
の
推
進
と
地
域
経
済
の

活
性
化
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
連
携
・
協
力
体
制
を
構
築
す
る

た
め
の
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
熊
本
大
学
薬
学
部
と
連

携
し
な
が
ら
薬
用
植
物
の
生
産
振
興

や
利
活
用
な
ど
に
取
り
組
み
、
新
た

な
産
業
の
振
興
と
市
民
の
健
康
づ
く

り
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

熊
本
大
学
薬
学
部
と
連
携
協
定

薬
用
植
物
の
利
活
用
で
産
業
振
興
と
健
康
づ
く
り

９
月
７
日
、
プ
ロ
キ
ッ
ク
ボ
ク
サ
ー

で
空
手
家
の
谷
山
佳
菜
子
さ
ん
（
辻

久
保
区
出
身
）
を
「
合
志
市
ふ
る
さ

と
大
使
」
第
１
号
に
委
嘱
し
ま
し
た
。

谷
山
さ
ん
は
、現
在
、大
阪
在
住
で
、

２
０
０
９
年
、
２
０
１
０
年
に
開
催
さ

れ
た
極
真
会
館
世
界
女
子
空
手
道
選

手
権
大
会
55
㎏
級
で
二
連
覇
と
い
う

快
挙
を
達
成
。「
日
本
に
、
世
界
に
、

合
志
市
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
」

と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

合
志
市
ふ
る
さ
と
大
使
第
１
号

プ
ロ
キ
ッ
ク
ボ
ク
サ
ー
・
谷
山
佳
菜
子
さ
ん
に
決
定

10
月
９
日
、
合
志
市
総
合
健
康
セ
ン

タ
ー
ユ
ー
パ
レ
ス
弁
天
の
来
場
者
が
７

０
０
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。

７
０
０
万
人
目
は
菊
陽
町
在
住
の

中
溝
有
紀
さ
ん
、
文
嘉
ち
ゃ
ん
、
真
生

ち
ゃ
ん
親
子
。
突
然
の
こ
と
に
「
び
っ

く
り
し
ま
し
た
」
と
驚
い
た
様
子
の
中

溝
さ
ん
。
３
人
に
は
、記
念
の
花
と
ユ
ー

パ
レ
ス
弁
天
の
回
数
券
、
米
な
ど
の
市

の
特
産
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ユ
ー
パ
レ
ス
弁
天

来
場
７
０
０
万
人
突
破
！

10
月
１
日
、
合
志
市
建
設
業
協
会

（
塚
本
昭
廣
会
長
）へ
、
市
長
か
ら
感

謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
台
風

15
号
襲
来
に
よ
る
倒
木
で
通
行
不
能

に
な
っ
た
１
３
０
カ
所
余
り
の
生
活
道

路
を
、
同
協
会
が
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
や
重

機
な
ど
を
駆
使
し
て
早
期
に
開
通
さ
せ

た
功
績
に
対
し
て
贈
っ
た
も
の
で
す
。

塚
本
会
長
は
、「
今
後
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
気
持
ち
で
取
り
組
み
ま
す
」

と
思
い
を
語
り
ま
し
た
。

台
風
被
害
の
復
旧
に
貢
献

市
建
設
業
協
会
へ
感
謝
状
贈
呈

税の納付　忘れていませんか …………………………

合志市の家計簿　平成26年度決算 ……………………

11月は児童虐待防止推進月間
子ども虐待？と思ったときは …………………………

生活習慣病予防講演会
知って防ごう！動脈硬化   ………………………………

市民のひろば………………………………………………
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市長（左）と甲斐熊本大学薬学部長（右） 市長（左）と谷山さん（右）

記念品を受け取る中溝さん親子 市建設業協会の皆さんと市長

2015 広報こうし11月
KOSHICITY PUBLIC RELATIONS 2



西
合
志
南
小
学
校
３
年
　
吉
田
　
明
香
里

西
合
志
南
小
学
校
４
年
　
吉
田
　
彩
乃
　

西
合
志
東
小
学
校
５
年
　
村
上
　
望
華

西
合
志
中
央
小
学
校
６
年
　
園
木
　
佑
奈

合
志
中
学
校
２
年
　
今
村
　
七
海

西
合
志
中
学
校
３
年
　
東
　
莉
穂

合
志
中
学
校
１
年
　
中
武
　
舞
菜
美

合
志
小
学
校
５
年
　
栗
﨑
　
悠
貴

西
合
志
東
小
学
校
４
年
　
園
田
　
光
汰

西
合
志
中
央
小
学
校
５
年
　
岡
﨑
　
青
空

応募作品を真剣に審査する明るい選
挙推進協議会の皆さん

●
習
字
の
部

●
ポ
ス
タ
ー
の
部

市ホームページ
選挙コーナー  QRコード

●問い合わせ先　市選挙管理委員会事務局・市明るい選挙推進協議会事務局（合志庁舎 総務課内）☎248－1112

※選考作品は、市ホームページにも掲載しています。http://www.city.koshi.lg.jp/

明
る
い
選
挙
啓
発
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
へ

の
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

市
選
挙
管
理
委
員
会
・
明
る
い
選
挙
推
進

協
議
会
で
、
応
募
作
品
６
８
１
点
の
一
次
審

査
を
行
な
い
、
選
考
し
た
作
品
を
県
の
二
次

審
査
へ
提
出
し
ま
し
た
。
二
次
審
査
の
結
果

は
、
来
年
１
月
頃
発
表
さ
れ
る
予
定
で
す
。

来
年
の
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
か
ら
、
選

挙
権
年
齢
が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

数
年
後
に
有
権
者
と
な
る
小
・
中
学
生
に
は
、

ポ
ス
タ
ー
や
習
字
の
作
成
を
通
し
て
選
挙

の
大
切
さ
を
認
識
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、

応
募
さ
れ
た
作
品
は
、
明
る
い
選
挙
の
推
進

を
含
め
た
選
挙
啓
発
活
動
に
役
立
て
て
い

き
ま
す
。

平
成
28
年
３
月
に
は
任
期
満
了
に
伴
う
熊

本
県
知
事
選
挙
が
、
夏
に
は
参
議
院
議
員
通

常
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
の

選
挙
も
私
達
の
未
来
を
左
右
す
る
大
切
な
選

挙
で
す
。
大
人
の
行
動
と
し
て
、
大
事
な
一

票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

平
成
27
年
度

　

明
る
い
選
挙
啓
発
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

一
次
審
査
結
果
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平成28年
1月24日（日）
合志市で公売会
開催予定

家宅捜索自動車差押
（タイヤロック）

300 110

7 1

10 39

317 150

菊池地域合同公売会を開催しました
　８月30日、御代志市民センターで菊池地域合
同公売会を開催し、液晶テレビや日用品など出
品数230点のうち178点を売却。340,182円を滞納
税に充てることができました。

九州市町村合同公売会in宗像
　九州市町村合同で差押財産の公売会を開催
します。出品数500点。本市からも出品します。
と　き　　11月21日（土）　
　　　　　受付･開場　午前９時15分
ところ　　宗像ユリックス　イベントホール
　　　　　福岡県宗像市久原400
※詳しくは、市ホームページをご覧ください。

インターネット公売　官公庁オークション
　差押財産をインターネット上で競り売りにより
売却し、その売却代金を滞納税に充てます。
※詳しくは、市ホームページか「Yahoo！オークション 官

公庁オークション」をご覧ください。

328 356 債権

8 0 不動産

1 1 家宅捜索（動産）

337 357合　計

差し押さえ件数（件）
区分

●市税の滞納処分の状況

98.8

99.9

98.8

98.0

98.5 98.8

99.9 99.7

98.7 98.3

97.8 97.9

区分
収納率（％）

●市税の収納率（現年度課税分）

 個人市民税

 法人市民税

 固定資産税

 軽自動車税

92.891.3 92.5

H24

 国民健康保険税

H25 H26 H24 H25 H26 H27

※平成27年度は9月30日時点

i information

　
市
の
財
政
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
市

税
な
ど
で
賄
っ
て
い
ま
す
。
市
税
は
、
教
育･

福
祉
な
ど
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
、
道
路
整
備
や

公
共
施
設
の
維
持
管
理
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
を
進
め
る
う
え
で
大
切
な
財
源
で
あ

り
、
安
全
で
快
適
な
生
活
を
す
る
た
め
に
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
す
。

　
市
税
の
滞
納
が
増
え
る
と
、
市
の
財
政
を

圧
迫
し
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な
が

り
、市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
影
響
し
ま
す
。

ま
た
、
納
期
限
内
に
納
税
し
て
い
る
大
部
分

の
納
税
者
と
の
公
平
性
を
欠
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
市
で
は
、
市
税
の
確
保
と
税
の
公
平
性
を

保
つ
た
め
に
、
滞
納
者
に
対
し
財
産
の
差
し

押
さ
え
な
ど
の
滞
納
処
分
を
積
極
的
に
行

な
っ
て
い
ま
す
。
　

　
　
　

滞
納
は
損
す
る
こ
と
ば
か
り

　
市
税
の
滞
納
は
納
期
限
の
見
落
と
し
や

納
付
忘
れ
、口
座
の
残
高
不
足
な
ど
、ち
ょ
っ

と
し
た
き
っ
か
け
か
ら
始
ま
り
ま
す
。ま
た
、

借
金
な
ど
の
返
済
を
優
先
し
税
金
の
納
付

を
後
回
し
に
し
て
滞
納
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
（
地
方
税
法
第
14
条
「
税
金
は
す
べ
て

の
債
務
に
優
先
す
る
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
）。

　
そ
の
ま
ま
納
付
せ
ず
放
置
し
て
い
る
と
、

延
滞
金
が
発
生
し
、
余
分
な
納
付
の
義
務

を
負
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
地
方
税

法
で
は
「
滞
納
と
な
っ
て
い
る
税
金
は
納
税

義
務
者
の
財
産
を
差
押
処
分
す
る
こ
と
に

よ
り
徴
収
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め

ら
れ
て
お
り
、
貴
重
な
財
産
を
差
し
押
さ
え

ら
れ
、
経
済
的
な
不
利
益
や
、
社
会
的
信
用

を
失
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

滞
納
処
分
と
は

　
滞
納
者
の
財
産
を
差
し
押
さ
え
て
強
制

徴
収
す
る
も
の
で
す
。
滞
納
処
分
は
国
税
徴

収
法
の
規
定
に
準
じ
て
行
な
わ
れ
る
た
め
、

本
人
の
承
諾
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
滞
納
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
す
ぐ
に
滞

納
処
分
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
督

促
・
催
告
な
ど
の
通
知
に
無
反
応
で
、
滞
納

に
対
し
て
納
税
相
談
も
な
い
、
相
談
を
し
て

も
納
付
の
約
束
を
守
ら
な
い
悪
質
な
滞
納

者
を
対
象
に
、
滞
納
処
分
を
行
な
い
ま
す
。

　
滞
納
整
理
に
は
多
額
の
費
用
が
掛
か
り
、

こ
の
費
用
も
貴
重
な
税
金
か
ら
支
出
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
暮

ら
し
を
支
え
る
大
切
な
税
金
を
有
効
に
活

用
で
き
る
よ
う
、
納
期
限
内
の
納
付
を
お
願

い
し
ま
す
。

１
　
納
期
限

　
納
期
限
を
確
認
し
、

早
め
の
納
付
を
お
願

い
し
ま
す
。
納
付
忘
れ

の
な
い
口
座
振
替
が

便
利
で
す
。

※

広
報
紙
の
お
知
ら
せ
カ

レ
ン
ダ
ー
に
も
納
期
限

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

２
　
督
促

納
期
限
内
に
納
付
が
な
い
場
合
、
納
期

限
経
過
後
20
日
以
内
に
督
促
状
を
送
付
し

ま
す
（
督
促
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
）。
ま

た
、
納
期
限
の
翌

日
か
ら
延
滞
金
が

計
算
さ
れ
ま
す
。

３
　
催
告

　
電
話
・
文
書
な
ど
で
納
税
の
催
告
を
行
な

い
ま
す
。

４
　
財
産
調
査
　

　
国
税
徴
収
法
第
１
４
１
条
か
ら
第
１
４

７
条
に
基
づ
き
、
官
公
庁
・
金
融
機
関
・
勤

務
先
・
生
命
保
険
会
社
・
滞
納
者
の
財
産
を

占
有
す
る
第
三
者
な
ど
に
対
し
て
財
産
調

査
を
行
な
い
ま
す
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て

家
宅
捜
索
を
行
な
い
ま
す
。

５
　
財
産
差
押
　

　
財
産
調
査
に
よ
り
発
見
し
た
財
産
（
不
動

産･

預
貯
金･

給
与･

生
命
保
険
な
ど
）
を
差

し
押
さ
え
ま
す
。
ま
た
、
家
宅
捜
索
に
よ
り

動
産
や
自
動
車
を
差
し
押
さ
え
ま
す
。

６
　
換
価

　
差
押
財
産
は
債
権
の
取
り
立
て
や
公
売

に
よ
り
換
価
し
、
滞
納
税
に
充
て
ま
す
。

　
滞
納
処
分
は
、
滞
納
者
に
事
前
に
連
絡

や
了
承
を
得
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
滞

納
金
が
な
く
な
る
ま
で
何
度
で
も
行
な
い

ま
す
。

　
災
害
や
盗
難
、
病
気
、
事
故
、
失
業
、
事

業
の
休
廃
止
な
ど
の
や
む
を
得
な
い
事
情
で

納
期
限
内
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
一
人

で
悩
ま
ず
、
早
め
に
税
務
課
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
生
活
状
況
な
ど
を
聴
き
、
納
付
計

画
を
作
成
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
税
務
課
　
収
納
班
（
合
志
庁
舎
）

　
☎（
２
４
８
）
１
１
１
４

　

　
ま
た
、
生
活
上
の
困
り
ご
と
や
不
安
な
ど

は
「
安
心
サ
ポ
ー
ト
合
志
」
に
、
多
重
債
務

な
ど
消
費
生
活
上
の
問
題
は
「
合
志
市
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
」
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
合
志
市
生
活
支
援
相
談
セ
ン
タ
ー
　

　
安
心
サ
ポ
ー
ト
合
志
（
西
合
志
庁
舎
３
階
）

　
☎（
２
４
２
）
９
０
２
０

●
合
志
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　（
合
志
庁
舎
２
階
　
総
務
課
内
）

　
☎（
２
４
８
）
５
４
４
２

滞納処分の対象となる財産
・債権

預貯金・給与・年金・生命保険
所得税還付金・売掛金・賃料など

・不動産
・自動車
・動産

　  など

滞
納
処
分
の
流
れ

滞
納
は
放
置
せ
ず
　
早
め
の
相
談
を

税
の
納
付

　忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

　
　
　
　
市
税
の
滞
納
処
分
を
強
化
し
て
い
ま
す
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平成28年
1月24日（日）
合志市で公売会
開催予定

家宅捜索自動車差押
（タイヤロック）

300 110

7 1

10 39

317 150

菊池地域合同公売会を開催しました
　８月30日、御代志市民センターで菊池地域合
同公売会を開催し、液晶テレビや日用品など出
品数230点のうち178点を売却。340,182円を滞納
税に充てることができました。

九州市町村合同公売会in宗像
　九州市町村合同で差押財産の公売会を開催
します。出品数500点。本市からも出品します。
と　き　　11月21日（土）　
　　　　　受付･開場　午前９時15分
ところ　　宗像ユリックス　イベントホール
　　　　　福岡県宗像市久原400
※詳しくは、市ホームページをご覧ください。

インターネット公売　官公庁オークション
　差押財産をインターネット上で競り売りにより
売却し、その売却代金を滞納税に充てます。
※詳しくは、市ホームページか「Yahoo！オークション 官

公庁オークション」をご覧ください。

328 356 債権

8 0 不動産

1 1 家宅捜索（動産）

337 357合　計

差し押さえ件数（件）
区分

●市税の滞納処分の状況

98.8

99.9

98.8

98.0

98.5 98.8

99.9 99.7

98.7 98.3

97.8 97.9

区分
収納率（％）

●市税の収納率（現年度課税分）

 個人市民税

 法人市民税

 固定資産税

 軽自動車税

92.891.3 92.5

H24

 国民健康保険税

H25 H26 H24 H25 H26 H27

※平成27年度は9月30日時点

i information

　
市
の
財
政
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
市

税
な
ど
で
賄
っ
て
い
ま
す
。
市
税
は
、
教
育･

福
祉
な
ど
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
、
道
路
整
備
や

公
共
施
設
の
維
持
管
理
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
を
進
め
る
う
え
で
大
切
な
財
源
で
あ

り
、
安
全
で
快
適
な
生
活
を
す
る
た
め
に
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
す
。

　
市
税
の
滞
納
が
増
え
る
と
、
市
の
財
政
を

圧
迫
し
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な
が

り
、市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
影
響
し
ま
す
。

ま
た
、
納
期
限
内
に
納
税
し
て
い
る
大
部
分

の
納
税
者
と
の
公
平
性
を
欠
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
市
で
は
、
市
税
の
確
保
と
税
の
公
平
性
を

保
つ
た
め
に
、
滞
納
者
に
対
し
財
産
の
差
し

押
さ
え
な
ど
の
滞
納
処
分
を
積
極
的
に
行

な
っ
て
い
ま
す
。
　

　
　
　

滞
納
は
損
す
る
こ
と
ば
か
り

　
市
税
の
滞
納
は
納
期
限
の
見
落
と
し
や

納
付
忘
れ
、口
座
の
残
高
不
足
な
ど
、ち
ょ
っ

と
し
た
き
っ
か
け
か
ら
始
ま
り
ま
す
。ま
た
、

借
金
な
ど
の
返
済
を
優
先
し
税
金
の
納
付

を
後
回
し
に
し
て
滞
納
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
（
地
方
税
法
第
14
条
「
税
金
は
す
べ
て

の
債
務
に
優
先
す
る
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
）。

　
そ
の
ま
ま
納
付
せ
ず
放
置
し
て
い
る
と
、

延
滞
金
が
発
生
し
、
余
分
な
納
付
の
義
務

を
負
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
地
方
税

法
で
は
「
滞
納
と
な
っ
て
い
る
税
金
は
納
税

義
務
者
の
財
産
を
差
押
処
分
す
る
こ
と
に

よ
り
徴
収
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め

ら
れ
て
お
り
、
貴
重
な
財
産
を
差
し
押
さ
え

ら
れ
、
経
済
的
な
不
利
益
や
、
社
会
的
信
用

を
失
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

滞
納
処
分
と
は

　
滞
納
者
の
財
産
を
差
し
押
さ
え
て
強
制

徴
収
す
る
も
の
で
す
。
滞
納
処
分
は
国
税
徴

収
法
の
規
定
に
準
じ
て
行
な
わ
れ
る
た
め
、

本
人
の
承
諾
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
滞
納
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
す
ぐ
に
滞

納
処
分
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
督

促
・
催
告
な
ど
の
通
知
に
無
反
応
で
、
滞
納

に
対
し
て
納
税
相
談
も
な
い
、
相
談
を
し
て

も
納
付
の
約
束
を
守
ら
な
い
悪
質
な
滞
納

者
を
対
象
に
、
滞
納
処
分
を
行
な
い
ま
す
。

　
滞
納
整
理
に
は
多
額
の
費
用
が
掛
か
り
、

こ
の
費
用
も
貴
重
な
税
金
か
ら
支
出
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
暮

ら
し
を
支
え
る
大
切
な
税
金
を
有
効
に
活

用
で
き
る
よ
う
、
納
期
限
内
の
納
付
を
お
願

い
し
ま
す
。

１
　
納
期
限

　
納
期
限
を
確
認
し
、

早
め
の
納
付
を
お
願

い
し
ま
す
。
納
付
忘
れ

の
な
い
口
座
振
替
が

便
利
で
す
。

※

広
報
紙
の
お
知
ら
せ
カ

レ
ン
ダ
ー
に
も
納
期
限

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

２
　
督
促

納
期
限
内
に
納
付
が
な
い
場
合
、
納
期

限
経
過
後
20
日
以
内
に
督
促
状
を
送
付
し

ま
す
（
督
促
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
）。
ま

た
、
納
期
限
の
翌

日
か
ら
延
滞
金
が

計
算
さ
れ
ま
す
。

３
　
催
告

　
電
話
・
文
書
な
ど
で
納
税
の
催
告
を
行
な

い
ま
す
。

４
　
財
産
調
査
　

　
国
税
徴
収
法
第
１
４
１
条
か
ら
第
１
４

７
条
に
基
づ
き
、
官
公
庁
・
金
融
機
関
・
勤

務
先
・
生
命
保
険
会
社
・
滞
納
者
の
財
産
を

占
有
す
る
第
三
者
な
ど
に
対
し
て
財
産
調

査
を
行
な
い
ま
す
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て

家
宅
捜
索
を
行
な
い
ま
す
。

５
　
財
産
差
押
　

　
財
産
調
査
に
よ
り
発
見
し
た
財
産
（
不
動

産･

預
貯
金･
給
与･

生
命
保
険
な
ど
）
を
差

し
押
さ
え
ま
す
。
ま
た
、
家
宅
捜
索
に
よ
り

動
産
や
自
動
車
を
差
し
押
さ
え
ま
す
。

６
　
換
価

　
差
押
財
産
は
債
権
の
取
り
立
て
や
公
売

に
よ
り
換
価
し
、
滞
納
税
に
充
て
ま
す
。

　
滞
納
処
分
は
、
滞
納
者
に
事
前
に
連
絡

や
了
承
を
得
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
滞

納
金
が
な
く
な
る
ま
で
何
度
で
も
行
な
い

ま
す
。

　
災
害
や
盗
難
、
病
気
、
事
故
、
失
業
、
事

業
の
休
廃
止
な
ど
の
や
む
を
得
な
い
事
情
で

納
期
限
内
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
一
人

で
悩
ま
ず
、
早
め
に
税
務
課
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
生
活
状
況
な
ど
を
聴
き
、
納
付
計

画
を
作
成
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
税
務
課
　
収
納
班
（
合
志
庁
舎
）

　
☎（
２
４
８
）
１
１
１
４

　

　
ま
た
、
生
活
上
の
困
り
ご
と
や
不
安
な
ど

は
「
安
心
サ
ポ
ー
ト
合
志
」
に
、
多
重
債
務

な
ど
消
費
生
活
上
の
問
題
は
「
合
志
市
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
」
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
合
志
市
生
活
支
援
相
談
セ
ン
タ
ー
　

　
安
心
サ
ポ
ー
ト
合
志
（
西
合
志
庁
舎
３
階
）

　
☎（
２
４
２
）
９
０
２
０

●
合
志
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　（
合
志
庁
舎
２
階
　
総
務
課
内
）

　
☎（
２
４
８
）
５
４
４
２

滞納処分の対象となる財産
・債権

預貯金・給与・年金・生命保険
所得税還付金・売掛金・賃料など

・不動産
・自動車
・動産

　  など

滞
納
処
分
の
流
れ

滞
納
は
放
置
せ
ず
　
早
め
の
相
談
を

税
の
納
付

　忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

　
　
　
　
市
税
の
滞
納
処
分
を
強
化
し
て
い
ま
す
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実質収支額
平成26年度
歳出決算額歳入決算額

依存財源 自主財源
41%59%

国民健康保険特別会計 65億9,567万6,133円 63億2,073万514円 ２億7,494万5,619円

後期高齢者医療特別会計 4億9,640万8,406円 4億9,387万2,648円 253万5,758円

介護保険特別会計 38億5,662万6,938円 37億4,959万2,033円 １億703万4,905円

下水道特別会計 14億2,513万1,367円 13億1,669万8,533円 １億843万2,834円

農業集落排水特別会計 8,513万7,849円 8,047万7,248円 466万601円

市税　　　　　31%
64億1,286万8千円総務費　　　　14%

27億2,130万9千円

民生費　　　　42%
82億7,156万3千円

衛生費　　　　  6%
11億5,574万4千円 地方交付税 22%

45億3,463万円

地方消費税交付金 3%
5億6,667万8千円

国庫支出金　　16%
32億6,863万8千円

労働費  0%
75万6千円

農林水産業費　2%
4億3,822万4千円

商工費　　　　3%
5億7,736万3千円

土木費　　　　  7%
13億9,234万5千円

消防費　　　　4%
8億1,384万3千円

教育費　　　　12%
23億6,466万4千円

公債費　　　　  9%
16億6,543万7千円

議会費 　　　  1%
1億8,277万4千円

県支出金　　9%
17億6,503万円

市債　　　　  　7%
14億9,541万1千円

その他  　　　 2%
3億4,342万8千円

繰越金　    3%
6億5,996万円

その他　　   　　7%
14億6,613万2千円

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金

な
ど
が
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
市

の
財
政
が
運
営
さ
れ
て
い
る
の

か
、
市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
平

成
26
年
度
決
算
の
概
要
を
地
方
財

政
状
況
調
査
表
（
決
算
統
計
）
に

基
づ
き
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
決
算
統
計
は
総
務
省
の
基
準
に

よ
り
決
算
を
分
析
し
た
も
の
で
、

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
か

か
る
経
費
を
除
い
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
毎
年
６
月
と
12
月
に

予
算
や
収
入
・
支
出
の
状
況
な
ど

を
公
表
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
市
役
所
の
情
報
公
開
コ
ー

ナ
ー
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

収
入
の
状
況

　
一
般
会
計
の
歳
入
は
２
０
５
億

１
、
２
７
７
万
５
千
円
で
、
平
成

25
年
度
に
比
べ
て
11
億
２
、
３
６

７
万
６
千
円
（
5.8
％
）
増
え
て
い

ま
す
。
主
な
要
因
は
、
国
庫
支
出

金
や
繰
入
金
、
繰
越
金
が
減
り
、

市
税
や
地
方
交
付
税
、
財
産
収
入

が
増
え
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
収
め
て
も
ら

う
市
税
（
市
民
税
や
固
定
資
産

税
、
軽
自
動
車
税
な
ど
）
は
、
平

成
26
年
度
決
算
で
歳
入
の
約
31
％

を
占
め
て
い
ま
す
。
平
成
25
年
度

に
比
べ
、
金
額
で
８
億
３
、
１
１
４

万
５
千
円
増
え
ま
し
た
が
、
歳
入

総
額
に
占
め
る
割
合
は
ほ
ぼ
横
ば

い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

支
出
の
状
況

　
一
般
会
計
の
歳
出
は
１
９
５
億

８
、
４
０
２
万
２
千
円
で
、
平
成

25
年
度
に
比
べ
て
12
億
４
、
４
８

８
万
３
千
円
（
6.8
％
）
増
え
て
い

ま
す
。
市
民
一
人
当
た
り
、
33
万
２

千
円
が
使
わ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
歳
出
を
目
的
別
に
見
る
と
民
生

費
が
約
42
％
、
教
育
費
が
約
12
％
、

総
務
費
が
約
14
％
、
公
債
費
が
約

９
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
性
質
別
に
は
、
扶
助
費
が
約

28
％
、
人
件
費
が
約
15
％
、
普
通

建
設
事
業
費
が
約
12
％
、
繰
出
金

が
約
11
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　一
般
会
計
の

決
算
状
況
・
実
質
収
支

　
実
質
収
支
額
は
７
億
６
、
１
２

８
万
４
千
円
で
、
昨
年
度
に
比
べ

て
４
７
１
万
８
千
円
の
減
と
な
り

ま
し
た
。

　
実
質
収
支
額
の
う
ち
、
４
億
円

は
財
政
調
整
基
金
に
積
み
立
て
、

残
り
の
３
億
６
、
１
２
８
万
４
千

円
は
平
成
27
年
度
予
算
へ
繰
り
越

し
と
な
り
ま
す
。

合
志
市
の
家
計
簿

平
成
26
年
度

　決
算

●
問
い
合
わ
せ
先

　財
政
課
（
合
志
庁
舎
）

　
☎
（
２
４
８
）
１
６
６
７

各会計の状況（実質収支額）

（貯金）財政調整基金 37億4,327万6千円
　　　　減債基金 5億3,808万6千円
　　　　特定目的基金 26億7,202万8千円
　　　　合　計 69億5,339万円 市民一人当たり　117,720円
（借金）地方債 164億611万9千円 市民一人当たり　277,754円
※人口は平成27年３月末の人口（59,067人）で算出しています。

市の貯金と借金（平成26年度末）

一般会計の歳入の状況　205億1,277万5千円一般会計の歳出の状況　195億8,402万2千円

歳入総額

205億1,277万5千円

歳出総額

195億8,402万2千円

差引額

９億2,875万3千円

上記の差引額
９億2,875万3千円

翌年度へ繰り越すべき財源

1億6,746万9千円

実質収支額

7億6,128万4千円

－ ＝

－ ＝
※

※平成26年度に事業が完了せず、
翌年度に繰り越して使用すること
ができる財源
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実質収支額
平成26年度
歳出決算額歳入決算額

依存財源 自主財源
41%59%

国民健康保険特別会計 65億9,567万6,133円 63億2,073万514円 ２億7,494万5,619円

後期高齢者医療特別会計 4億9,640万8,406円 4億9,387万2,648円 253万5,758円

介護保険特別会計 38億5,662万6,938円 37億4,959万2,033円 １億703万4,905円

下水道特別会計 14億2,513万1,367円 13億1,669万8,533円 １億843万2,834円

農業集落排水特別会計 8,513万7,849円 8,047万7,248円 466万601円

市税　　　　　31%
64億1,286万8千円総務費　　　　14%

27億2,130万9千円

民生費　　　　42%
82億7,156万3千円

衛生費　　　　  6%
11億5,574万4千円 地方交付税 22%

45億3,463万円

地方消費税交付金 3%
5億6,667万8千円

国庫支出金　　16%
32億6,863万8千円

労働費  0%
75万6千円

農林水産業費　2%
4億3,822万4千円

商工費　　　　3%
5億7,736万3千円

土木費　　　　  7%
13億9,234万5千円

消防費　　　　4%
8億1,384万3千円

教育費　　　　12%
23億6,466万4千円

公債費　　　　  9%
16億6,543万7千円

議会費 　　　  1%
1億8,277万4千円

県支出金　　9%
17億6,503万円

市債　　　　  　7%
14億9,541万1千円

その他  　　　 2%
3億4,342万8千円

繰越金　    3%
6億5,996万円

その他　　   　　7%
14億6,613万2千円

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金

な
ど
が
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
市

の
財
政
が
運
営
さ
れ
て
い
る
の

か
、
市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
平

成
26
年
度
決
算
の
概
要
を
地
方
財

政
状
況
調
査
表
（
決
算
統
計
）
に

基
づ
き
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
決
算
統
計
は
総
務
省
の
基
準
に

よ
り
決
算
を
分
析
し
た
も
の
で
、

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
か

か
る
経
費
を
除
い
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
毎
年
６
月
と
12
月
に

予
算
や
収
入
・
支
出
の
状
況
な
ど

を
公
表
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
市
役
所
の
情
報
公
開
コ
ー

ナ
ー
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

収
入
の
状
況

　
一
般
会
計
の
歳
入
は
２
０
５
億

１
、
２
７
７
万
５
千
円
で
、
平
成

25
年
度
に
比
べ
て
11
億
２
、
３
６

７
万
６
千
円
（
5.8
％
）
増
え
て
い

ま
す
。
主
な
要
因
は
、
国
庫
支
出

金
や
繰
入
金
、
繰
越
金
が
減
り
、

市
税
や
地
方
交
付
税
、
財
産
収
入

が
増
え
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
収
め
て
も
ら

う
市
税
（
市
民
税
や
固
定
資
産

税
、
軽
自
動
車
税
な
ど
）
は
、
平

成
26
年
度
決
算
で
歳
入
の
約
31
％

を
占
め
て
い
ま
す
。
平
成
25
年
度

に
比
べ
、
金
額
で
８
億
３
、
１
１
４

万
５
千
円
増
え
ま
し
た
が
、
歳
入

総
額
に
占
め
る
割
合
は
ほ
ぼ
横
ば

い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

支
出
の
状
況

　
一
般
会
計
の
歳
出
は
１
９
５
億

８
、
４
０
２
万
２
千
円
で
、
平
成

25
年
度
に
比
べ
て
12
億
４
、
４
８

８
万
３
千
円
（
6.8
％
）
増
え
て
い

ま
す
。
市
民
一
人
当
た
り
、
33
万
２

千
円
が
使
わ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
歳
出
を
目
的
別
に
見
る
と
民
生

費
が
約
42
％
、
教
育
費
が
約
12
％
、

総
務
費
が
約
14
％
、
公
債
費
が
約

９
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
性
質
別
に
は
、
扶
助
費
が
約

28
％
、
人
件
費
が
約
15
％
、
普
通

建
設
事
業
費
が
約
12
％
、
繰
出
金

が
約
11
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　一
般
会
計
の

決
算
状
況
・
実
質
収
支

　
実
質
収
支
額
は
７
億
６
、
１
２

８
万
４
千
円
で
、
昨
年
度
に
比
べ

て
４
７
１
万
８
千
円
の
減
と
な
り

ま
し
た
。

　
実
質
収
支
額
の
う
ち
、
４
億
円

は
財
政
調
整
基
金
に
積
み
立
て
、

残
り
の
３
億
６
、
１
２
８
万
４
千

円
は
平
成
27
年
度
予
算
へ
繰
り
越

し
と
な
り
ま
す
。

合
志
市
の
家
計
簿

平
成
26
年
度

　決
算

●
問
い
合
わ
せ
先

　財
政
課
（
合
志
庁
舎
）

　
☎
（
２
４
８
）
１
６
６
７

各会計の状況（実質収支額）

（貯金）財政調整基金 37億4,327万6千円
　　　　減債基金 5億3,808万6千円
　　　　特定目的基金 26億7,202万8千円
　　　　合　計 69億5,339万円 市民一人当たり　117,720円
（借金）地方債 164億611万9千円 市民一人当たり　277,754円
※人口は平成27年３月末の人口（59,067人）で算出しています。

市の貯金と借金（平成26年度末）

一般会計の歳入の状況　205億1,277万5千円一般会計の歳出の状況　195億8,402万2千円

歳入総額

205億1,277万5千円

歳出総額

195億8,402万2千円

差引額

９億2,875万3千円

上記の差引額
９億2,875万3千円

翌年度へ繰り越すべき財源

1億6,746万9千円

実質収支額

7億6,128万4千円

－ ＝

－ ＝
※

※平成26年度に事業が完了せず、
翌年度に繰り越して使用すること
ができる財源
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総 務 費
保 険 給 付 費
後期高齢者支援金等
前期高齢者納付金等
老 人 保 健 拠 出 金
介 護 納 付 金
共 同 事 業 拠 出 金
保 健 事 業 費

そ の 他 の 支 出
歳 出 合 計

支出額
（千円）

支出額の
構成割合科　　　目

歳

　
　
　
　出

21,569 0.3%
4,295,763 67.9%

731,291 11.6%
581 0.0%

24 0.0%
307,687 4.9%
825,211 13.1%

57,987 0.9%
48

80,570
0.0%
1.3%

6,320,731 100.0%

18.8%国 民 健 康 保 険 税
24.8%国 庫 支 出 金

5.5%県 支 出 金
4.8%療養給付費交付金

22.7%前期高齢者交付金
13.2%共 同 事 業 交 付 金

7.7%一 般 会 計 繰 入 金
2.4%繰 越 金

基 金 積 立 金0.0%基 金 繰 入 金
0.1%そ の 他 の 収 入

100.0%歳 入 合 計

収入額
（千円）

収入額の
構成割合科　　　目

歳

　
　
　
　入

1,241,013
1,634,967

363,979
315,662

1,497,070
866,151
510,211
158,462

0
8,161

6,595,676

営業収益 714,108営業費用 516,163
営業外収益 27,593営業外費用 48,730

特別損失 5,694

当年度純利益 1億7,111万4千円 
合　計 741,701合　計 570,587

収益の部費用の部

負債固定資産 6,309,225
資本流動資産 1,663,210
合　計合　計 7,972,435

負債及び資本の部資産の部

営業収益 35,102営業費用 40,954
営業外収益 24,983営業外費用 0

特別損失 1,199
合　計 60,085

当年度純利益 1,793万2千円
合　計 42,153

収益の部費用の部

負債 304,721固定資産 338,312
資本 438,963流動資産 405,372
合　計 743,684合　計 743,684

負債及び資本の部資産の部

貸借対照表

損益計算書

損益計算書

貸借対照表

単位：千円

単位：千円

単位：千円

単位：千円

水道事業

工業用水道事業

2,960,174
5,012,261
7,972,435

市
の
財
政
は
健
全
な
状
態
で
す

　
平
成
26
年
度
決
算
に
基
づ
く

「
健
全
化
判
断
比
率
」「
資
金
不
足

比
率
」
を
算
定
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
地
方
公
共
団
体
の
財

政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
で
定

め
ら
れ
た
も
の
で
、
財
政
破
綻
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
、
４
つ
の
指
標

で
自
治
体
の
財
政
状
況
を
把
握
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

①
実
質
赤
字
比
率

　
一
般
会
計
の
赤
字
額
の
規
模
を

示
す
比
率
で
す
。
当
年
度
は
赤
字

額
が
な
い
の
で
、
比
率
は
あ
り
ま

せ
ん
。

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

　
全
て
の
会
計
を
対
象
に
し
た
赤

字
額
の
規
模
を
示
す
比
率
で
す
。

全
て
の
会
計
で
赤
字
額
が
な
い
の

で
、
比
率
は
あ
り
ま
せ
ん
。

③
実
質
公
債
費
比
率

　
一
般
会
計
の
ほ
か
、
特
別
会
計

な
ど
へ
の
公
債
費
負
担
分
な
ど
も

加
え
た
実
質
的
な
公
債
費
の
比
率

で
す
。
当
年
度
は
7.1
％
と
な
り
、

前
年
度
か
ら
0.8
％
減
少
し
ま
し
た
。

④
将
来
負
担
比
率

　
一
般
会
計
の
地
方
債
残
高
に
加

え
、
特
別
会
計
な
ど
へ
の
将
来
負

担
を
示
し
た
比
率
で
す
。
本
市
は
、

将
来
負
担
額
に
対
し
て
、
基
金
積

立
額
な
ど
の
財
源
が
上
回
っ
て
い

る
た
め
、
比
率
は
あ
り
ま
せ
ん
。

資
金
不
足
比
率

　
公
営
企
業
の
資
金
不
足
額
の
規

模
を
示
す
比
率
で
す
。
い
ず
れ
の

公
営
企
業
も
資
金
不
足
額
が
な
い

の
で
、
比
率
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　公営企業は、民間企業のように物やサービスの提
供に対する料金などの収入によって運営する会計
で、官公庁会計方式ではなく企業会計方式で会計事
務を行ないます。
　本市では、平成26年度までは水道事業（簡易水道
事業を含む）と工業用水道事業の２つの会計があり
ましたが、平成27年度からは下水道事業も新たに企
業会計方式の会計事務に移行しました。

水道事業
　事業収益（収入）は7億4,170万1千円となり、前年
度と比較して2,052万7千円（2.84％）の増収となりま
した。一方、事業費（支出）は5億7,058万7千円とな
り、前年度と比較して3,705万7千円（6.95％）の増と
なりました。
　本年度の損益は1億7,111万4千円の純利益となり、
前年度と比べて1,653万円の減益となりました。

工業用水道事業
　事業収益は、新会計制度への移行などにより6,008
万5千円となり、前年度と比較して、2,384万3千円
（65.79％）の増収となりました。一方、事業費は、
4,215万3千円となり、前年度と比較して、791万9千円
（23.13％）の増となりました。
　本年度の損益は1,793万2千円の純利益となり、前年
度と比べて1,592万5千円の増益となりました。

　平成 26 年度の年間平均の国保加入世帯数は 7,412 世帯、被保険者数は 13,380 人でした。
被保険者の内訳は、一般被保険者 12,551 人、退職被保険者 829 人です。前年度と比較して、
加入世帯は 40 世帯の減、被保険者は 301 人の減となっています。
　決算収支は、歳入総額が 65 億 9,567 万 6,133 円、歳出総額が 63 億 2,073 万 514 円で、歳
入総額から歳出総額を差し引いた額は 2億 7,494 万 5,619 円となりました。

平成26年度の 主な事業 と 決算額国民健康保険特別会計
歳入歳出決算

公営企業会計  決算

保育所の運営費 17 億 8,000 万円
児童手当支給 12 億 4,600 万円
児童扶養手当支給 ２億 5,200 万円
子どもの医療費助成 ２億 4,200 万円

障害福祉サービス給付 ８億 6,000 万円
医療扶助費 １億 9,000 万円
生活扶助費 １億 5,100 万円
重度心身障害者医療費 8,300 万円

西合志南中学校改修事業 ２億 6,900 万円
合志中学校改修事業 ２億 4,900 万円
南ヶ丘小学校改修事業 １億 7,400 万円

介護保険特別会計繰出金 ５億 3,800 万円
後期高齢者医療広域連合負担金（療養給付費）
 ４億 5,600 万円
菊池環境保全組合負担金（ごみ処分） ３億円

子育て

福祉 健康・環境

教育

健全化判断比率

①実質赤字比率

②連結実質赤字比率

③実質公債費比率

④将来負担比率

24年度

なし

なし

8.9%

なし

25年度

なし

なし

7.9%

なし

26年度

なし

なし

7.1%

なし

早期健全化
基準

13.13％

18.13％

25％

350％

財政再生
基準

20％

30％

35％

本市の健全化判断比率

※比率がないものは「なし」で表示しています。

●問い合わせ先
　健康づくり推進課　国保年金班（西合志庁舎）
　☎242－1183

●問い合わせ先
　上下水道課（合志庁舎）☎248－1159
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総 務 費
保 険 給 付 費
後期高齢者支援金等
前期高齢者納付金等
老 人 保 健 拠 出 金
介 護 納 付 金
共 同 事 業 拠 出 金
保 健 事 業 費

そ の 他 の 支 出
歳 出 合 計

支出額
（千円）

支出額の
構成割合科　　　目

歳

　
　
　
　出

21,569 0.3%
4,295,763 67.9%

731,291 11.6%
581 0.0%

24 0.0%
307,687 4.9%
825,211 13.1%

57,987 0.9%
48

80,570
0.0%
1.3%

6,320,731 100.0%

18.8%国 民 健 康 保 険 税
24.8%国 庫 支 出 金

5.5%県 支 出 金
4.8%療養給付費交付金

22.7%前期高齢者交付金
13.2%共 同 事 業 交 付 金

7.7%一 般 会 計 繰 入 金
2.4%繰 越 金

基 金 積 立 金0.0%基 金 繰 入 金
0.1%そ の 他 の 収 入

100.0%歳 入 合 計

収入額
（千円）

収入額の
構成割合科　　　目

歳

　
　
　
　入

1,241,013
1,634,967

363,979
315,662

1,497,070
866,151
510,211
158,462

0
8,161

6,595,676

営業収益 714,108営業費用 516,163
営業外収益 27,593営業外費用 48,730

特別損失 5,694

当年度純利益 1億7,111万4千円 
合　計 741,701合　計 570,587

収益の部費用の部

負債固定資産 6,309,225
資本流動資産 1,663,210
合　計合　計 7,972,435

負債及び資本の部資産の部

営業収益 35,102営業費用 40,954
営業外収益 24,983営業外費用 0

特別損失 1,199
合　計 60,085

当年度純利益 1,793万2千円
合　計 42,153

収益の部費用の部

負債 304,721固定資産 338,312
資本 438,963流動資産 405,372
合　計 743,684合　計 743,684

負債及び資本の部資産の部

貸借対照表

損益計算書

損益計算書

貸借対照表

単位：千円

単位：千円

単位：千円

単位：千円

水道事業

工業用水道事業

2,960,174
5,012,261
7,972,435

市
の
財
政
は
健
全
な
状
態
で
す

　
平
成
26
年
度
決
算
に
基
づ
く

「
健
全
化
判
断
比
率
」「
資
金
不
足

比
率
」
を
算
定
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
地
方
公
共
団
体
の
財

政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
で
定

め
ら
れ
た
も
の
で
、
財
政
破
綻
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
、
４
つ
の
指
標

で
自
治
体
の
財
政
状
況
を
把
握
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

①
実
質
赤
字
比
率

　
一
般
会
計
の
赤
字
額
の
規
模
を

示
す
比
率
で
す
。
当
年
度
は
赤
字

額
が
な
い
の
で
、
比
率
は
あ
り
ま

せ
ん
。

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

　
全
て
の
会
計
を
対
象
に
し
た
赤

字
額
の
規
模
を
示
す
比
率
で
す
。

全
て
の
会
計
で
赤
字
額
が
な
い
の

で
、
比
率
は
あ
り
ま
せ
ん
。

③
実
質
公
債
費
比
率

　
一
般
会
計
の
ほ
か
、
特
別
会
計

な
ど
へ
の
公
債
費
負
担
分
な
ど
も

加
え
た
実
質
的
な
公
債
費
の
比
率

で
す
。
当
年
度
は
7.1
％
と
な
り
、

前
年
度
か
ら
0.8
％
減
少
し
ま
し
た
。

④
将
来
負
担
比
率

　
一
般
会
計
の
地
方
債
残
高
に
加

え
、
特
別
会
計
な
ど
へ
の
将
来
負

担
を
示
し
た
比
率
で
す
。
本
市
は
、

将
来
負
担
額
に
対
し
て
、
基
金
積

立
額
な
ど
の
財
源
が
上
回
っ
て
い

る
た
め
、
比
率
は
あ
り
ま
せ
ん
。

資
金
不
足
比
率

　
公
営
企
業
の
資
金
不
足
額
の
規

模
を
示
す
比
率
で
す
。
い
ず
れ
の

公
営
企
業
も
資
金
不
足
額
が
な
い

の
で
、
比
率
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　公営企業は、民間企業のように物やサービスの提
供に対する料金などの収入によって運営する会計
で、官公庁会計方式ではなく企業会計方式で会計事
務を行ないます。
　本市では、平成26年度までは水道事業（簡易水道
事業を含む）と工業用水道事業の２つの会計があり
ましたが、平成27年度からは下水道事業も新たに企
業会計方式の会計事務に移行しました。

水道事業
　事業収益（収入）は7億4,170万1千円となり、前年
度と比較して2,052万7千円（2.84％）の増収となりま
した。一方、事業費（支出）は5億7,058万7千円とな
り、前年度と比較して3,705万7千円（6.95％）の増と
なりました。
　本年度の損益は1億7,111万4千円の純利益となり、
前年度と比べて1,653万円の減益となりました。

工業用水道事業
　事業収益は、新会計制度への移行などにより6,008
万5千円となり、前年度と比較して、2,384万3千円
（65.79％）の増収となりました。一方、事業費は、
4,215万3千円となり、前年度と比較して、791万9千円
（23.13％）の増となりました。
　本年度の損益は1,793万2千円の純利益となり、前年
度と比べて1,592万5千円の増益となりました。

　平成 26 年度の年間平均の国保加入世帯数は 7,412 世帯、被保険者数は 13,380 人でした。
被保険者の内訳は、一般被保険者 12,551 人、退職被保険者 829 人です。前年度と比較して、
加入世帯は 40 世帯の減、被保険者は 301 人の減となっています。
　決算収支は、歳入総額が 65 億 9,567 万 6,133 円、歳出総額が 63 億 2,073 万 514 円で、歳
入総額から歳出総額を差し引いた額は 2億 7,494 万 5,619 円となりました。

平成26年度の 主な事業 と 決算額国民健康保険特別会計
歳入歳出決算

公営企業会計  決算

保育所の運営費 17 億 8,000 万円
児童手当支給 12 億 4,600 万円
児童扶養手当支給 ２億 5,200 万円
子どもの医療費助成 ２億 4,200 万円

障害福祉サービス給付 ８億 6,000 万円
医療扶助費 １億 9,000 万円
生活扶助費 １億 5,100 万円
重度心身障害者医療費 8,300 万円

西合志南中学校改修事業 ２億 6,900 万円
合志中学校改修事業 ２億 4,900 万円
南ヶ丘小学校改修事業 １億 7,400 万円

介護保険特別会計繰出金 ５億 3,800 万円
後期高齢者医療広域連合負担金（療養給付費）
 ４億 5,600 万円
菊池環境保全組合負担金（ごみ処分） ３億円

子育て

福祉 健康・環境

教育

健全化判断比率

①実質赤字比率

②連結実質赤字比率

③実質公債費比率

④将来負担比率

24年度

なし

なし

8.9%

なし

25年度

なし

なし

7.9%

なし

26年度

なし

なし

7.1%

なし

早期健全化
基準

13.13％

18.13％

25％

350％

財政再生
基準

20％

30％

35％

本市の健全化判断比率

※比率がないものは「なし」で表示しています。

●問い合わせ先
　健康づくり推進課　国保年金班（西合志庁舎）
　☎242－1183

●問い合わせ先
　上下水道課（合志庁舎）☎248－1159
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毎
年
11
月
は
「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月

間
」
で
す
。

　

虐
待
と
い
う
明
確
な
も
の
で
は
な
く
て

も
、
身
近
に
気
に
な
る
家
庭
や
心
当
た
り

の
あ
る
子
ど
も
が
い
る
場
合
は
、
市
の
相

談
窓
口
や
児
童
相
談
所
に
情
報
提
供
（
通

告
）
を
お
願
い
し
ま
す
。
通
告
は
子
ど
も

の
安
全
を
守
る
た
め
の
も
の
で
す
。
通
告

者
が
特
定
さ
れ
な
い
よ
う
、
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
出
産
や
子
育
て
に
悩
み
が
あ
る

人
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

情
報
提
供
（
通
告
）
先

●
熊
本
県
中
央
児
童
相
談
所（
24
時
間
対
応
）

　

☎
（
３
８
１
）
４
４
５
１

●
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
１
８
９
（
イ
チ
ハ
ヤ
ク
）

※ 

Ｐ
Ｈ
Ｓ
や
一
部
の
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
つ
な
が
り
ま

せ
ん
。

●
合
志
市
女
性
・
子
ど
も
支
援
室

　
（
西
合
志
庁
舎
３
階
）

　

☎
（
２
４
２
）
１
２
４
０

児
童
虐
待
と
は

身
体
的
虐
待

　

 

殴
る
、
蹴
る
、
投
げ
落
と
す
、
激
し
く

揺
さ
ぶ
る
、
や
け
ど
を
負
わ
せ
る
な
ど

性
的
虐
待

　
 

性
的
行
為
の
強
要
、
性
器
や
性
交
を
見

せ
る
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
テ
ィ
の
被
写
体

に
す
る
な
ど

ネ
グ
レ
ク
ト

　

 

食
事
を
与
え
な
い
、
ひ
ど
く
不
潔
に
す

る
、
保
護
者
以
外
の
同
居
人
に
よ
る
虐

待
を
放
置
す
る
な
ど

心
理
的
虐
待

　

 

言
葉
に
よ
る
脅
し
、
無
視
、
き
ょ
う
だ

い
間
で
差
別
的
扱
い
、
子
ど
も
の
目
の

前
で
他
の
家
族
に
暴
力
を
振
る
う
（
面

前
Ｄ
Ｖ
）
な
ど

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

子
ど
も
虐
待
？ 

と
思
っ
た
と
き
は

●
問
い
合
わ
せ
先　

女
性
・
子
ど
も
支
援
室
（
西
合
志
庁
舎
）

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（
２
４
２
）
１
２
４
０

習
い
事
の
教
室
で
友
人
の
輪
を
広
げ
、
ま

た
、
そ
れ
ら
の
活
動
の
役
員
と
し
て
お
手

伝
い
を
さ
せ
て
も
ら
う
事
で
、
地
域
活
動

に
も
参
加
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

そ
ん
な
子
ど
も
中
心
の
生
活
か
ら
10
年

後
、
子
育
て
の
経
験
と
そ
の
楽
し
さ
、
大

学
時
代
の
専
攻
も
相
ま
っ
て
、
短
時
間
な

が
ら
教
育
関
係
の
仕
事
を
始
め
ま
し
た
。

そ
し
て
今
年
４
月
、
そ
の
経
験
を
生
か
し

て
、
本
格
的
に
仕
事
を
始
め
ま
し
た
。

　

現
在
の
仕
事
は
、
こ
れ
ま
で
の
私
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
通
し
て
学
ん
だ
知
識
や

体
験
が
も
た
ら
し
て
く
れ
た
も
の
だ
と
思

い
ま
す
。
こ
の
男
女
共
同
参
画
の
活
動
で

も
、
こ
れ
ま
で
に
培
っ
た
も
の
を
生
か

し
、
一
人
の
合
志
市
民
と
し
て
働
く
マ
マ

達
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

私
の
実
体
験
を
も
と
に
、
子
育
て
と

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
つ
い
て
お
話
し
ま

す
。

　

私
は
、
合
志
市
に
新
居
を
構
え
た
17

年
前
か
ら
住
み
始
め
ま
し
た
。
熊
本
市

内
に
勤
め
て
い
ま
し
た
が
、
上
の
子
が

病
気
が
ち
だ
っ
た
事
も
あ
り
、
育
児
に

専
念
す
る
た
め
仕
事
を
辞
め
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　

仕
事
を
辞
め
て
家
に
い
る
と
、
今
ま

で
仕
事
中
心
で
暮
ら
し
て
い
た
の
で
、

合
志
市
出
身
で
は
な
い
私
は
、
近
所
に

知
り
合
い
が
い
な
い
こ
と
に
気
付
き
ま

し
た
。

　

そ
こ
で
、
子
ど
も
に
公
園
で
一
緒
に

遊
べ
る
お
友
達
を
作
っ
て
あ
げ
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
、
近
く
の
市
民
セ
ン

タ
ー
の
育
児
サ
ー
ク
ル
に
入
会
し
ま
し

た
。
こ
れ
を
機
に
幼
稚
園
、
子
ど
も
の

市男女共同参画
推進懇話会委員

倉永 慶子

オレンジリボン

子どもの虐待防止街頭キャンペーン
○と　き　11月 27日（金）
　　　　　午後３時 30分～
○ところ　マックスバリュ永江団地店
　　　　　生鮮市場みずき台店

オレンジリボン運動は、「子ども虐待
のない社会の実現」を目指す市民運
動です。



　

若
い
う
ち
か
ら
血
液
が
ド
ロ
ド
ロ
に

な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
偏
っ
た
食
生
活
や

運
動
不
足
は
、血
管
の
老
化
（
動
脈
硬
化
）

を
加
速
さ
せ
ま
す
。

　

動
脈
硬
化
が
恐
ろ
し
い
の
は
、
自
覚
症

状
が
な
い
ま
ま
悪
化
す
る
こ
と
で
す
。
心

疾
患
や
脳
梗
塞
、
慢
性
腎
臓
病
を
発
症
す

る
と
、
介
護
が
必
要
に
な
る
な
ど
、
体
だ

け
で
は
な
く
周
囲
の
家
族
に
も
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

体
の
中
も
若
く
保
つ
た
め
、
こ
の
機
会

に
動
脈
硬
化
の
予
防
方
法
や
改
善
方
法
を

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

水
中
運
動
は
、
浮
力
・
水
圧
・
抵
抗
の

作
用
で
体
に
負
担
を
か
け
ず
に
効
果
的
に

運
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
有

酸
素
運
動
で
生
活
習
慣
病
予
防
に
効
果
が

あ
り
ま
す
。

　

気
に
な
る
部
分
を
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
し

な
が
ら
健
康
づ
く
り
を
始
め
て
み
ま
せ
ん

か
。

●
対
象

合
志
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者

・
申
請
時
点
で
30
歳
以
上
の
人

・ 

国
民
健
康
保
険
税
の
過
年
度
分
の
滞
納

が
な
い
人

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

・ 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
過
年
度
分

の
滞
納
が
な
い
人

※ 

心
疾
患
な
ど
、
医
師
よ
り
運
動
制
限
が
あ
る

人
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

●
と
き

①
水
中
運
動
教
室

　

12
月
４
日
〜
平
成
28
年
２
月
26
日

　

毎
週
金
曜
日　

午
後
２
時
30
分
〜
４
時

　
（
全
12
回
）

　

ま
た
、会
場
で
は
血
糖
（
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
）

の
チ
ェ
ッ
ク
も
行
な
い
ま
す
。

●
と
き

　

12
月
12
日
（
土
）

　

午
後
３
時
〜
５
時

※
開
場
は
午
後
２
時
30
分

●
と
こ
ろ　

ヴ
ィ
ー
ブ
ル
２
階　

研
修
室

●
演
題

　

①　

動
脈
硬
化
と
腎
臓
の
関
係

　

②　

動
脈
硬
化
を
も
っ
と
知
ろ
う
！

●
定
員　

90
人

※
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

② 

ア
ク
ア
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
教
室

　

12
月
９
日
〜
平
成
28
年
３
月
９
日

　

毎
週
水
曜
日　

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

　
（
全
12
回
）

●
と
こ
ろ

　

ユ
ー
パ
レ
ス
弁
天　

室
内
温
水
プ
ー
ル

●
内
容

　

 

ア
ク
ア
ビ
ク
ス
、筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、

ス
ト
レ
ッ
チ
、
健
康
づ
く
り
講
話
な
ど

（
ア
ク
ア
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
教
室
の
方

が
、
水
中
運
動
教
室
よ
り
も
運
動
強
度

が
若
干
高
く
な
り
ま
す
）

●
募
集
人
数　

各
35
人

※ 

定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
初
め
て
参
加
す
る

人
、
特
定
健
診
を
受
診
し
て
い
る
人
な
ど
を

優
先
し
て
選
考
し
ま
す
。

●
参
加
費　

無
料

●
申
込
方
法

　

 

保
険
証
と
印
鑑
を
持
っ
て
11
月
27
日

（
金
）
ま
で
に
健
康
づ
く
り
推
進
課
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

選
考
結
果
は
申
込
締
切
後
、
郵
送
で
通
知
し

ま
す
。

生
活
習
慣
病
予
防
講
演
会

知
っ
て
防
ご
う
！
動
脈
硬
化

●
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
づ
く
り
推
進
課　

健
康
推
進
班
（
西
合
志
庁
舎
）

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（
２
４
２
）
１
１
８
３

楽
し
く
健
康
づ
く
り
を
始
め
よ
う

第
２
期　

水
中
運
動
・
ア
ク
ア
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
教
室

●
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
づ
く
り
推
進
課　

国
保
年
金
班
（
西
合
志
庁
舎
）

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（
２
４
２
）
１
１
８
３

講師　仁誠会クリニック光の森院長
江田 幸政 先生

講師　仁誠会クリニック大津
　　 福嶋 靖男 先生



部門別職員数の状況と主な増減理由　　　　　　　　　　　　　（各年　4月１日現在）

職　　員　　数 対前年
増減数 主 な 増 減 理 由

平成 26 年 平成 27 年

一 般 行 政
部 　 門

議　　会
総務企画
税　　務
民　　生
衛　　生
労　　働
農林水産
商　　工
土　　木

4人
92 人
22 人
27 人
20 人

15 人
5人
26 人

4人
93 人
23 人
28 人
20 人

15 人
6人
27 人

1人
1人
1人

1人
1人

業務増による人員増
業務増による人員増
業務増による人員増

業務増による人員増
業務増による人員増

小　 計 211 人 216 人 5人

特 別 行 政
部　　 門

教　　育
消　　防

65人 65 人

小　 計 65 人 65 人

公営企業等
会 計 部 門

病　　院
水　　道
交　　通
下 水 道
そ の 他

9人

8人
20 人

9人

8人
20 人

小　 計 37 人 37 人

合　　　　　計 313 人 318 人 5人

職員の勤務時間、その他の勤務条件の状況
勤務時間

１週間の勤務時間 開始時間 終了時間 休憩時間
38時間 45 分 8：30 17：15 12：00 ～ 13：00

年次有給休暇の取得状況　　　　　　　　　（平成26年 1月 1日～平成 26年 12月 31日）
総付与日数 総使用日数 全対象職員数 平均使用日数
12,068 3,359 314 10.7

職員の分限と懲戒処分の状況
処分者数　　　　　　　　　　　　　　 　　（平成 26年 4月 1日～平成 27 年 3月 31 日）

処分の種類 処分者数 処分事由

分限処分

免　職 0

休　職 2  心身の故障

降　任 0

懲戒処分

免　職 0

停　職 0

減　給 0

戒　告 0

職員の服務の状況
　全ての職員は、全体の奉仕者として公共の利益のため勤務し、職務遂行に当たって
は全力で専念しなければなりません。
　職員には、命令に従う・秘密を守る義務や信用失墜行為・争議行為の禁止、営利企
業などの従事・政治行為の制限などが課せられています。

職員の研修の状況
研修の実施状況　　　　　　　（平成 26年 4月 1日～平成 27 年 3月 31 日　総務課所管分）

区　　　分 研　　修　　名 受講者数

中 央 等 研 修
自治大学校
早稲田大学人材マネジメント部会
市町村アカデミー研修
行政管理講座研修

1人
3人
4人
17 人

県研修協議会主催研修

新規採用職員研修
新規採用職員フォローアップ研修
新任課長研修
新任係長研修
一般職員（1部）研修
一般職員（2部）研修
各種専門研修

11人
11 人
10 人
8人
8人
15 人
7人

そ の 他 研 修 実務研修など 18人

職 員 全 体 研 修

公的不動産マネジメント（PRE戦略）
に係る職員研修
接遇職員研修会
人権教育
人事評価評価者研修
新規採用職員研修
５年未満研修
菊池恵楓園研修
新規採用職員自衛隊研修

61人
98 人
53 人
19 人
11 人
31 人
25 人
10 人

職員の福祉の状況
健康診断の状況　　　　　　　　　　　　　（平成 26年 4月 1日～平成 27 年 3月 31 日）

区　　　分 対象者数 受診者数 備　　考

人 間 ド ッ ク 266 人 121 人

定期健康診断 312 人 235 人 受診者には人間ドック受診者を含む
未受診者は育児休業など

職員の任免、職員数と給与などの状況
職員の任免、職員数

区　　　分 職員数
H26.4.1 現在

採用者数
（H26.4.2 ～ H27.4.1 採用）

退職者数
（H26.4.1 ～ H27.3.31 退職）

職員数
H27.4.1 現在

一　般　職 288 人 14 人 9人 293 人
技能労務職 25 人 0人 0人 25 人
合　　　計 313 人 14 人 9人 318 人
※採用者数、退職者数には派遣職員を含みます。

職員給与費の状況（一般会計予算）

区 分 職員数Ａ
給　　　　　　与　　　　　　費 一人当たり給与費

（Ｂ／Ａ）給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 計　Ｂ

平成 27 年度 303 人 1,138,764千円 167,850千円 427,036千円 1,733,650千円 5,722千円

（注）１　職員手当には退職手当を含みません。
２　給与費は当初予算に計上された額です。

職員の平均給料月額、平均給与月額と平均年齢の状況　　　　（平成 27年 4月 1日現在）
一　般　行　政　職 技　能　労　務　職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

316,600 円 374,616 円 42 歳 3 月 330,800 円 353,480 円 48 歳 5月

（注）平均給与月額は、扶養手当などが含まれ、期末勤勉手当、退職手当を除いた額です。

職員の初任給の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成 27年 4月 1日現在）

区 　 分 試験区分
合　志　市 国

決定初任給 採用2年経過日 給料額 初　任　給 採用2年経過日 給料額

一般行政職
大学卒 174,705 円 186,639 円 174,200 円 186,100 円
高校卒 142,512 円 150,936 円 142,100 円 150,500 円

技能労務職 高校卒 142,512 円 150,936 円 ――― ―――

職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況　　　　　　　（平成 27年 4月 1日現在）
区 　 分 学歴区分 経験年数 10年 経験年数 15 年 経験年数 20 年

一般行政職
大学卒 245,509 円 283,218 円 352,318 円
高校卒 213,216 円 260,453 円 297,761 円

技能労務職 高校卒 211,461 円 257,946 円 300,034 円

一般行政職の級別職員数の状況　　　　　　　　　　　　　　（平成 27年 4月 1日現在）
区　　 分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級
標 準 的 な
職 務 分 類 主  事 主　事 主　幹

主　査 主　幹 課長補佐 次　長
課　長 部　長

職　 員　 数 24人 28 人 73 人 37 人 41 人 26 人 8人
構　 成　 比 10.1％ 11.8％ 30.8％ 15.6％ 17.3％ 11.0％ 3.4％
※一般行政職員とは、一般職のうち公営企業職員などを除いた職員です。

職員手当の状況
区分 合　　志　　市 国

勤
勉
手
当

期
末
手
当

（平成 26年度支給割合）
期末手当     　勤勉手当  　

6 月期　1.225 月分　　0.675 月分 　  
12 月期　1.375 月分　　0.675 月分 　
計      2.600 月分　　1.350 月分 　

　職務上の段階、職務の
　級等による加算措置　　　　有

（平成 26年度支給割合）
期末手当  　勤勉手当      　

6 月期  1.225 月分　0.675 月分 　　
12 月期  1.375 月分　0.675 月分 　　
 計     2.600 月分　1.350 月分 　　

　職務上の段階、職務の
　級等による加算措置　　　　有

退
職
手
当

平成 27年 4月 1日現在
（支給率）
勤務年数　 自己都合　   勧奨・定年
勤続 20 年　20.445 月分　25.55625 月分
勤続 25 年　29.145 月分　34.58250 月分
勤続 35 年　41.325 月分　49.59000 月分
最高限度額　49.590 月分　49.59000 月分
（その他の加算措置）
退職時　定年前早期退職特例措置
　　　　2～ 45％加算
特別昇給　　無

平成 27年 4月 1日現在
（支給率）
勤務年数    自己都合　   勧奨・定年
勤続 20 年　20.445 月分　25.55625 月分
勤続 25 年　29.145 月分　34.58250 月分
勤続 35 年　41.325 月分　49.59000 月分
最高限度額　49.590 月分　49.59000 月分
（その他の加算措置）
退職時　定年前早期退職特例措置
　　　　2～ 45％加算
特別昇給　　無

特別職の報酬の状況
区　　　　分 給　料　月　額　な　ど

給　　料
市　長
副市長
教育長

825,000 円
634,000 円
565,000 円

報　　酬
議　長
副議長
委員長
議　員

440,000 円
390,000 円
380,000 円
370,000 円

期末手当

市　長
副市長
教育長

（平成 26年度支給割合）
6月期　　　　　　　　　　 1.225 月分　　　　　
12 月期　　　　　　　　　　 1.375 月分　　　　　
計  　　　　　　 　　　　 2.600 月分　　　　　

議　長
副議長
委員長
議　員

（平成 26年度支給割合）
6月期　　　　　　　　　　 1.225 月分　　　　　
12 月期　　　　　　　　　　 1.375 月分　　　　　
計  　　　　　　 　　　　 2.600 月分　　　　　

市職員の給与などを
公表します
●問い合わせ先
　総務課　人事班（合志庁舎）　　☎２４８－１１１２



合志庁舎前

重点地区②
辻久保～黒石地区

重点地区③
野々島地区

重点地区①
竹迫地区

飯高山・
群山南部

辻久保

御代志
黒石

● 都市中核拠点
● コミュニティ生活拠点

合志市のまちづくりの青写真
～市重点区域土地利用計画～

まちづくりシリーズ⑤市
の
ま
ち
づ
く
り
の
青
写
真
は
？

　
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
青
写
真
と
い
え

ば
、
合
併
時
に
作
成
さ
れ
た
「
合
志
市
新

市
建
設
計
画
」
や
「
合
志
市
総
合
計
画
」

が
あ
り
ま
す
が
、
土
地
利
用
の
面
で
の
ま

ち
づ
く
り
の
青
写
真
と
な
る
と
、
「
合
志

市
重
点
区
域
土
地
利
用
計
画
」
に
な
り
ま

す
。

　
こ
の
計
画
は
、
市
民
参
画
に
よ
る
検
討
委

員
会
で
４
回
の
協
議
を
重
ね
て
作
成
。
農
村

の
豊
か
な
環
境
を
守
り
な
が
ら
良
好
な
住

環
境
（
市
街
地
）
を
つ
く
り
、
市
民
の
健
康

増
進
と
、
多
く
の
雇
用
を
創
出
す
る
こ
と
を

実
現
す
る
た
め
の
土
地
利
用
計
画
で
す
。
市

民
の
所
得
向
上
は
も
と
よ
り
、
市
財
政
の
安

定
化
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、
現
況
の
土
地
利
用
や
交

通
網
を
踏
ま
え
て
市
内
の
バ
ラ
ン
ス
あ
る
発

展
を
考
慮
し
、
次
の
３
つ
を
重
点
土
地
利
用

区
域
に
定
め
て
い
ま
す
。

①
竹
迫
地
区
（
合
志
庁
舎
前
〜
飯
高
山
・

群
山
南
部
）

②
辻
久
保
〜
黒
石
地
区
（
国
道
３
８
７
号

沿
線
）

③
野
々
島
地
区
（
北
熊
本
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
計
画
地
周
辺
）

市
重
点
区
域
土
地
利
用
計
画
は

な
ぜ
作
ら
れ
た
の
？

　
本
市
は
、
市
全
体
と
し
て
は
人
口
・
世
帯

数
と
も
に
順
調
に
伸
び
て
い
ま
す
が
、
増
加

し
て
い
る
の
は
市
の
南
部
地
域
で
あ
り
、
北

部
地
域
で
は
人
口
の
減
少
と
高
齢
化
が
進

む
な
ど
、
地
域
の
格
差
が
出
て
き
て
い
ま

す
。

　
財
政
的
に
は
、
依
存
財
源
に
頼
る
財
政

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
主
財
源

に
占
め
る
個
人
市
民
税
や
法
人
市
民
税

も
、
景
気
の
影
響
を
受
け
る
た
め
、
数
年
先

の
税
収
の
予
測
も
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
人
口
の
増
加
と
高
齢
化
が
進

み
、
福
祉
予
算
が
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
考
え
る
と
、
将
来
の
安

定
的
な
財
政
運
営
が
、
さ
ら
に
難
し
く
な

る
こ
と
も
想
定
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
ま
た
、
熊
本
市
を
中
心
と
し
た
熊
本
都

市
計
画
区
域
に
含
ま
れ
る
本
市
は
、
市
街

化
区
域
と
市
街
化
調
整
区
域
と
い
う
規
制

の
中
で
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
本
来
の
ま

ち
づ
く
り
が
で
き
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

を
維
持
・
向
上
さ
せ
、
合
志
市
が
こ
れ
か
ら

も
発
展
し
て
い
く
上
で
必
要
と
な
る
健
全

な
財
政
力
を
整
え
る
た
め
に
、
土
地
利
用
に

よ
る
「
稼
げ
る
市
」
を
つ
く
っ
て
い
く
必
要

が
あ
り
、
合
志
市
重
点
区
域
土
地
利
用
計

画
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

重
点
区
域
土
地
利
用
計
画
書
に
は

ど
ん
な
こ
と
が
書
い
て
あ
る
の
？

　
将
来
合
志
市
に
都
市
中
核
拠
点
と
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
生
活
拠
点
を
配
置
し
、
公
共
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
つ
な
が
っ
た
、
階

層
型
多
極
集
中
拠
点
と
い
う
都
市
構
造
の

イ
メ
ー
ジ
を
目
指
す
こ
と
を
明
記
し
て
い
ま

す
。

　
図
の
よ
う
に
、
拠
点
地
区
と
し
て
野
々
島

地
区
、
辻
久
保
地
区
、
御
代
志
地
区
、
黒
石

地
区
、
合
志
庁
舎
前
地
区
、
飯
高
山
・
群
山

南
部
地
区
の
六
地
区
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
本
市
で
は
合
志
市
重
点

区
域
土
地
利
用
計
画
に
沿
っ
て
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

※

都
市
中
核
拠
点

　公
共
交
通
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
中
心
に
、
魅
力

的
な
商
業
施
設
や
公
共
施
設
、
雇
用
の
場
を

配
置
し
、
市
民
の
交
流
拠
点
と
な
る
ほ
か
、

熊
本
都
市
圏
や
広
域
観
光
ル
ー
ト
上
の
交
流

拠
点
。

※

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
生
活
拠
点

　集
落
や
住
宅
団
地
の
分
布
を
考
慮
し
、
市
民

生
活
に
も
っ
と
も
重
要
な
日
用
品
な
ど
の
買

物
が
で
き
る
商
業
施
設
（
ス
ー
パ
ー
な
ど
）

を
核
に
し
た
拠
点
。

4930
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第58回

竹迫城跡公園の東側芝生の
一角にある合志郡記念碑

「
名
義
を
貸
し
て
」「
代
わ
り
に
買
っ
て
」
は
詐
欺

古
銭
の
購
入
に
関
連
し
た
ト
ラ
ブ
ル
に
ご
注
意
！

相
談
事
例

　

古
銭
業
者
を
名
乗
る
業
者
Ａ
社
か
ら
電

話
が
あ
り
、「
古
銭
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が

届
い
て
い
な
い
か
」
と
言
わ
れ
、「
届
い

て
い
な
い
」
と
答
え
電
話
を
切
っ
た
。
後

日
、Ｂ
社
か
ら
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
届
い
た
。

Ａ
社
か
ら
電
話
が
あ
り
「
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

が
届
い
た
人
に
古
銭
を
購
入
す
る
権
利
が

あ
る
。
買
う
予
定
が
な
い
な
ら
、
他
に
買

い
た
い
人
が
い
る
の
で
名
前
を
貸
し
て
ほ

し
い
。
謝
礼
と
し
て
１
０
０
万
円
用
意
し

て
い
る
」
と
言
わ
れ
了
承
し
た
。

　

そ
の
後
、
Ｂ
社
か
ら
電
話
が
あ
り
「
あ

な
た
の
名
前
で
古
銭
を
購
入
し
た
こ
と
に

な
っ
て
い
て
、
そ
の
行
為
は
違
法
と
な
る
。

こ
の
ま
ま
だ
と
訴
え
ら
れ
る
。
中
央
省
庁

に
知
人
が
い
る
か
ら
穏
便
に
解
決
で
き
る

が
、
そ
の
た
め
に
は
お
金
が
い
る
」
と
言

わ
れ
、「
訴
え
ら
れ
た
ら
困
る
」
と
思
い
、

50
万
円
を
宅
配
で
送
っ
た
が
そ
の
後
Ａ
社

と
も
Ｂ
社
と
も
連
絡
が
つ
か
な
く
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
80
歳
代　

女
性
）

解
説

　

業
者
が
役
回
り
を
分
担
し
て
消
費
者
を

だ
ま
そ
う
と
す
る
「
買
え
買
え
詐
欺
」
で

す
。消
費
者
が
名
義
貸
し
を
承
諾
す
る
と
、

そ
の
後
「
名
義
を
貸
し
た
行
為
は
違
法
に

な
る
」
と
言
い
、
違
法
行
為
を
免
れ
る
た

合
志
市
内
の
記
念
碑
③

合
志
郡
記
念
碑

　

今
で
は
無
く
な
っ
た
「
合
志
郡
」
の
郡

名
が
、
実
は
１
１
８
３
年
も
の
間
続
い
て

い
た
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
日
本

で
最
も
古
い
書
物
で
あ
る
日
本
書
紀
に

は
、
合
志
郡
は
「
皮
石
郡
」
と
書
か
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
後
、
和
銅
６
（
７
１
３
）

年
に
朝
廷
か
ら
出
さ
れ
た
「
諸
国
の
郡
郷

名
は
好
字
（
よ
き
じ
）
で
著
せ
」
と
の
通

達
に
よ
り
、
合
志
郡
に
改
め
ら
れ
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
初
、
合
志
郡
は
現
在
の
熊
本
市
北
区

植
木
町
一
帯
が
属
し
て
い
た
旧
山
本
郡
を

含
む
広
大
な
郡
で
し
た
が
、
平
安
時
代
前

期
の
貞
観
元
（
８
５
９
）
年
、
山
本
郡
は

合
志
郡
か
ら
独
立
し
ま
す
。

　

細
川
藩
政
時
代
の
合
志
郡
の
広
さ
を
知

る
こ
と
の
で
き
る
地
図
が「
合
志
郡
絵
図
」

と
し
て
ヴ
ィ
ー
ブ
ル
３
階
の
歴
史
資
料
館

に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
れ
を
見
る
と
、

ほ
ぼ
中
央
に
竹
迫
町
が
あ
り
、
北
西
部
は

旧
七
城
町
、
北
は
旧
旭
志
村
、
東
は
大
津

町
、
南
西
部
に
は
白
川
を
越
え
た
熊
本
市

の
弓
削
、
石
原
、
吉
原
、
小
山
、
御
領
ま

で
が
描
か
れ
て
お
り
、
合
志
郡
が
広
大
で

め
と
い
う
理
由
で
お
金
を
宅
配
便
な
ど
で

送
る
よ
う
指
示
し
、
連
絡
が
と
れ
な
く
な

る
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

対
策

①「
名
義
を
貸
し
て
」「
代
わ
り
に
買
っ
て
」

な
ど
と
持
ち
か
け
て
く
る
不
審
な
電

話
は
買
え
買
え
詐
欺
で
す
。

　

不
審
な
電
話
は
相
手
に
せ
ず
「
興
味
あ

り
ま
せ
ん
」「
お
断
り
し
ま
す
」
と
言
っ

て
、
す
ぐ
に
電
話
を
切
り
ま
し
ょ
う
。

②
「
権
利
が
残
り
わ
ず
か
」「
今
す
ぐ
決

め
な
い
と
間
に
合
わ
な
い
」
な
ど
契

約
や
支
払
い
を
急
が
せ
る
場
合
は
怪

し
い
と
考
え
、
簡
単
に
支
払
わ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
一
度
お
金
を

払
っ
て
し
ま
う
と
取
り
戻
す
こ
と
は

極
め
て
困
難
で
す
。

③
留
守
番
電
話
機
能
な
ど
も
利
用
し
て
下

さ
い
。
一
度
電
話
に
出
る
と
切
り
に

く
く
な
り
ま
す
。
番
号
非
通
知
や
知

ら
な
い
番
号
に
は
出
な
い
と
い
う
方

法
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

　

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
合
志
庁
舎
２
階　

総
務
課
内
）

　

☎（
２
４
８
）５
４
４
２

相
談
受
付
時
間

　

平
日　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

明
治
29
（
１
８
９
６
）
年
、
政
府
は
郡

制
改
革
を
進
め
、
県
内
で
は
飽
田
郡
と
託

麻
郡
が
「
飽
託
郡
」
に
、
山
鹿
郡
と
山
本

郡
は
「
鹿
本
郡
」
に
な
り
、
各
郡
名
の
一

字
を
取
っ
た
名
称
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
合
志
郡
と
菊
池
郡
の
合
併
に
つ
い
て

は
、政
府
に
上
申
し
た「
菊
池
合
志
郡
」も
、

再
上
申
し
た
「
菊
志
郡
」
も
許
可
さ
れ
ず
、

南
北
朝
期
の
菊
池
一
族
の
名
を
取
り
「
菊

池
郡
」
に
決
定
さ
れ
、
１
１
８
３
年
間
続

い
た
合
志
郡
の
名
は
消
え
ま
し
た
。

　

平
成
６
年
、
こ
の
歴
史
あ
る
郡
名
を
後

世
に
伝
え
よ
う
と
、
旧
合
志
郡
13
町
村
の

有
志
が
「
合
志
郡
記
念
碑
建
設
期
成
会
」

を
組
織
。
郡
名
が
消
え
て
１
０
０
年
目
に

当
た
る
平
成
７
年
、
合
志
郡
の
中
心
と
さ

れ
る
現
在
の
位
置
に
合
志
郡
記
念
碑
を
建

立
し
ま
し
た
。

　

こ
の
記
念
碑
は
、「
合
志
郡
絵
図
」
と

と
も
に
、
合
志
郡
の
名
を
後
世
に
残
す
本

市
の
貴
重
な
歴
史
資
料
で
す
。



奇跡は自分で起こすもの
ジュニア五輪夏季水泳競技大会で優勝

青空に向かって高く跳べ
棒高跳びで高校総体・国体で上位入賞

　８月 22日、東京都で行なわれた第 38回全国ＪＯＣ
ジュニアオリンピックカップ夏季水泳競技大会に西合
志中学校１年の久保田梨琉さんが出場し、11 ～ 12 歳
女子 50ｍ自由形で見事優勝に輝きました。
　久保田さんは「予選では８位だったので、優勝でき
たときは驚いた。“奇跡は自分で起こすもの”という
春岡杜史子先生の言葉を胸に、次は今以上の最高の泳
ぎで春のＪＯＣを制したい」と気持ちを語りました。

　７月 30 日、和歌山県の紀三井寺公園陸上競技場で
行なわれた全国高等学校総合体育大会の男子棒高跳び
決勝で、九州学院高等学校の中村仁さん（東）が５ｍ
の記録で５位に入賞しました。
　中村さんは、10 月２日の和歌山国体でも４ｍ 90㎝
の記録で４位に入賞。「けがで跳躍の練習ができない
時期もありましたが、監督をはじめ周りの人たちの応
援で入賞することができました」と喜びを語りました。

優勝した久保田梨琉さん 高校総体で決勝戦に挑む中村さん

国際千唐流空手道連盟日本千唐会
第14回全日本選手権大会

メンバー全員が気持ちを一つにして大会に臨みました合志支部の合志道場・西合志道場のメンバーが力を発揮しました

　８月 23 日、菊池市で行なわれた国際千唐流空手道
連盟日本千唐会の第 14 回全日本選手権大会で、武豊
館のメンバーが活躍し、次の成績を収めました。
Jr.B 有段男子個人形　優　勝　平　　昴流（西合志南中３年）
　　　　　　　　　準優勝　
Jr.B有段男子個人組手　敢闘賞　
　　　　　　　　　敢闘賞　福嶌　智尋（玉名市　一般）
一般男子団体組手　３　位　
Jr.D 女子個人形　　敢闘賞　新居明矢子（西合志南小６年）
Jr.E 女子個人組手　敢闘賞　松永　沙樹（西合志南小５年）
Jr.F 女子個人形　　敢闘賞　後藤　花音（西合志東小２年）
　　　　　　　　　敢闘賞　島津　藍嘉（熊本市　小学１年）

練習の成果を発揮
熊本県小学生テコンドー大会

　８月 30 日、宇城市で行なわれた第 41 回熊日学童オ
リンピックテコンドーに熊本県テコンドー協会合志支
部の児童が出場し、次の成績を収めました。
１･２年軽量級　優　勝　芋生　　陵（西合志南小１年）
　　　　　　　  準優勝　本田　歩夢（西合志南小１年）
３･４年重量級　優　勝　河野　瑛翔（合志南小４年）
  　　　軽量級　準優勝　久松　功実（南ヶ丘小４年）
４･５･６年女子の部
　　　　　　　  準優勝　西本　唯夏（合志南小６年）

茅野刀志郎（西合志中３年）{



スポーツの楽しさ広めたい
全日本教職員バドミントン選手権大会優勝

左から市長、前田先生、髙本校長、教育長

　９月７日、西合志東小学校の前田美恵子先生が髙本
浩校長先生とともに市長と教育長を訪問し、８月に行
なわれた第54回全日本教職員バドミントン選手権大会
の戦績を報告しました。
　前田先生は女子成壮年団体の部で第３位。女子50歳
以上ダブルスでは見事優勝に輝きました。バドミント
ンの指導者としても活躍する前田先生。「子どもたちに
スポーツの楽しさを広めたい」と話していました。

交通安全への意識を高めよう
交通安全功労者・永年無事故表彰

野崎さん

永年無事故表彰者の皆さん

　９月 12 日、秋の全国交通安全運動実施に合わせ、
大津町生涯学習センターで交通安全推進大会が開催さ
れました。
　この大会では、長年にわたり交通安全に貢献してき
た交通指導員・大津地区交通安全協会合志支部理事の
野崎由喜男さん（杉並台）が、交通栄誉賞「緑十字銅
賞」を受賞。また、40 年間無事故・無違反であった
９人が永年無事故運転者として表彰されました。

市内小・中学生が健闘
Ｕ－15ボクシング全国大会

　９月６日、東京都後楽園ホールで第８回Ｕ－ 15 ボ
クシング全国大会が行なわれ、予選の西部日本大会を
勝ち抜いた市内小・中学生が次の成績を収めました。
小学生の部
女子 37.5kg 級　優　勝　原田　美琴（西合志東小６年）
男子 40.0kg 級　準優勝　岩田　柚羅（南ヶ丘小６年）
中学生の部
男子 47.5kg 級　優　勝　原田　真都（西合志南中３年）
男子 55.0kg 級　準優勝　河合　杏亮（西合志中３年）

左から市長、岩田さん、原田さん、河合さん、原田さん、教育長

菊池たばこ販売協同組合の皆さん

清掃ボランティアで街をきれいに
菊池たばこ販売協同組合

　９月９日、菊池たばこ販売協同組合（本田秀昭会長）
が、西合志庁舎周辺の県道と市道沿い、御代志駅周辺、
駅周辺の国道、ユーパレス弁天周辺の清掃活動を行な
いました。
　まだ若干暑さが残るこの日、集まった組合員 12 人
はタオルを首に巻き、汗をかきながら約２時間かけて
たばこの吸い殻やペットボトル、空き缶などのごみを
拾いました。



表現豊かに童話を語る
４年連続熊本県童話発表大会出場

　10月３日、熊本市のアスパル富合で開催された熊本
県童話発表大会に、菊池郡市の代表として合志南小学
校６年の宮本大輝さんが４年連続で出場しました。
　この大会では、子どもたちが７分間資料を持たずに
童話を発表します。宮本さんは、練習の成果を十分に
発揮。感情を込めた素晴らしい発表に、会場には大き
な拍手が鳴り響き、客席からは「主人公の気持ちが伝
わってきて感動しました」との声が聞かれました。

4年連続で県童話発表大会に出場した宮本さん

読み聞かせで子どもに心の栄養を
設立20周年「おはなし会 ほわ～っと」

物語の世界を楽しむ子どもたちと「ほわ～っと」の皆さん

紙コップに入ったホタルの幼虫とカワニナを放流する子どもたち

　10 月４日、西合志図書館で読み聞かせグループ「ほ
わ～っと」によるおはなし会を行ないました。
　「いい言葉と話は子どもたちにとって心の栄養。豊
かな想像性・人間性を育む基となるように…」そんな
思いから平成７年に誕生した「ほわ～っと」。おはな
し会に参加した子どもたちは、人形を使ったおはなし
で思い切り笑い、肥後弁で語られる民話に聞き入るな
ど、楽しい時間を過ごしました。

来年の再会を願って
合志小４年生がホタルの幼虫を放流
　９月 15 日、竹迫城跡公園の東谷川一帯で、合志小
学校の４年生 46 人がホタルの幼虫約 250 匹とその餌
となるカワニナを放流しました。
　これは、５年前から上庄魅力化推進委員会の協力の
もとに行なわれているものです。学校の授業でもホタ
ルの一生について学習している子どもたち。幼虫とカ
ワニナをそれぞれ川に放流すると、幼虫が元気に育ち、
来年のホタル祭りで再会できるよう見送りました。

粘土遊びをする中学生と園児たち

こども園で保育に奮闘
合志中２年生の職場体験

　９月 25・28・29 日、市内各所で合志中学校２年生
の職場体験が行なわれました。
　９月 28日、合志こども園では、宮本ひよりさん、安東
薫乃さん、梅田京那さんが保育に挑戦。班長の宮本さ
んは「保育士だったおばあちゃんの話を聞いて私もやっ
てみたいと思っていた。子どもたちが笑ってくれると
楽しい。小さな子どもたちを１人でまとめる先生はす
ごいと思う」と仕事の楽しさと大変さを話しました。



約200㎏のもち米を収穫
西合志中央小で稲刈り

　10 月５日、西合志中央小学校の３～６年生が学校
田で稲刈りを行ないました。これは、食育の一環で毎
年５年生が中心となって育てているもち米です。
　例年、子どもたちが携わるのは田植えから稲刈りま
ででしたが、ことしは種まきから体験しました。大切
に稲を育て、収穫の日を楽しみにしていた子どもたち。
頑張って収穫した約 200㎏のもち米は、12 月６日の中
央小まつりの餅つきなどで振る舞われます。

一生懸命もち米を収穫する子どもたち

血糖値上昇を抑えるＷＥ米®で新商品
「ｗｅ米めん」試食会

　10月５日、ヴィーブルで、一般社団法人クラッシーノ
こうしが新商品｢ｗｅ米（ウイマイ）めん｣の試食会を開
催しました。ＷＥ米®は九州大学が開発し、熊本製粉㈱
が合生・立割地区の契約農家に生産を委託。その約８割
を占めるでんぷん質が通常の米より消化されにくいた
め、食後の血糖値上昇を抑える働きがあります。
　試食会の参加者からは「食べやすく、年代関係なく
美味しく食べられる」などの声があり、好評でした。

ｗｅ米めんは物産館弁天で販売中です

試食会ではベトナム
風の味付けで調理

小さなことでも気軽にご相談くださいスポーツの秋を満喫

永年の功績をたたえて
武藤行政相談委員 総務大臣表彰受賞

夏より熱いスポーツの秋
合志市スポーツフェスティバル開催

　10 月７日、行政相談委員の武藤由美子さん（若原）
が永年の功績により総務大臣表彰を受賞しました。
　行政相談委員は、住民から国の仕事に関する苦情な
どの相談を受け、助言や関係機関に対する通知などの
仕事を無報酬で行なっています。
　武藤さんは、平成 15年度に行政相談委員に就任し、
西合志庁舎で定期的に行政相談を行なうなどの業績が
認められ、今回の受賞となりました。

　10月 10 日、ヴィーブルで、合志市誕生 10周年記念
合志市スポーツフェスティバル ビーチボールバレー
＆ペタンク大会を開催しました。
　市スポーツ推進委員会が企画する本大会は毎年参加
者が増え、ことしは子どもから大人まで、30の地区か
ら500人を超える参加者が爽やかな汗を流しました。各
コートでは熱の入った応援と歓声が溢れ、一つ一つのプ
レーに一喜一憂しながら、地域の交流を深めていました。



親子が互いの気持ちを短歌で表現
第３回親守詩熊本県大会入賞

　10 月 13 日、第３回親守詩熊本県大会入賞者の皆さ
んが市長を訪問し、９月 19 日に山鹿市で行なわれた
表彰式と、それぞれの作品について報告しました。
議員連盟賞　　　河上碧杜（南ヶ丘小２年）
ＴＯＳＳ熊本賞　松本蒼空（南ヶ丘小２年）
入　選【南ヶ丘小】久見瀬ときは（１年）、
　　　　中西美結（２年）、有村陽太・西山菜津季・
　　　　佐藤聖菜（５年）、峰　章能（６年）
　　　【合志南小】田村実由・有村佳悟（３年）、
　　　　石田　雅（６年）

子どもによる子どものためのお祭り
第10回合志市子どもフェスティバル

企画・運営を行なった元気いっぱいの子ども実行委員

入賞者の皆さんの作品は市ホームページで紹介しています

　10月18日、ヴィーブルで第10回市子どもフェスティ
バルが開催されました。これは、市内の小・中学生か
ら募集した 25 人の実行委員が、大人の協力を得なが
ら企画・準備から当日の運営までを行なう、子どもに
よる子どものためのお祭りです。
　約 2,000 人が来場し、お菓子作りや工作、お化け屋
敷やダンボール迷路、サイエンスワールドなど、盛り
だくさんのコーナーで楽しい一日を過ごしました。

エコキャップを小学校へ寄付
市商工会が社会貢献活動

エコキャップを受け取る合志小環境 ISO委員会の児童たち

盛り上がりを見せた西合志中学校吹奏楽部の演奏

　10 月 19 日、市商工会（上林節郎会長）が、児童の
ボランティア活動を支援する目的で、合志小学校と西
合志第一小学校にペットボトルのキャップ（各校へ約
120kg）を寄付しました。これは、市商工会の社会貢
献活動の一環で、会員が集めて持ち寄ったものです。
　児童の収集したキャップと合わせてユニセフに送
り、ワクチンと交換して貧困に苦しむ世界の子どもた
ちに届けられます。

歌と踊りの祭典
みよしフェスティバル2015

　10 月 12 日、御代志市民センターで、地域の文化団
体の秋期発表会として中央コミュニティ主催の第１回
みよしフェスティバルが開催されました。
　「みんなで楽しく、明るく、元気よく、合志を盛り
上げよう」を合言葉に、各団体がステージで歌･踊り･
楽器などを発表。小学生のクラッシックバレエ発表に
は「かわいい」と多くの拍手が贈られ、民謡の大きな
声量には「すごい」と驚きの声が上がりました。



ト
、
一
日
年
金
出
張
相
談
所
を
利

用
し
て
、
自
身
の
年
金
記
録
や
年

金
受
給
見
込
額
を
確
認
し
、
未
来

の
生
活
設
計
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

一
日
年
金
出
張
相
談
所

　

熊
本
西
年
金
事
務
所
で
は
、
無

料
の
出
張
相
談
を
行
な
い
ま
す
。

年
金
に
関
す
る
相
談
、
質
問
な
ど

気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

11
月
30
日
（
月
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ　

ゆ
め
タ
ウ
ン
光
の
森

　

 

本
館
２
階
（
北
側
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
横
）

※ 

個
人
の
記
録
に
関
す
る
相
談

は
、
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る

も
の
と
身
分
を
証
明
す
る
も
の

が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
熊
本

西
年
金
事
務
所
へ
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

※ 

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て

は
、
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い
た
だ
く

か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.nenkin.go.jp 

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
西
年
金
事
務
所　

　

☎（
３
５
３
）０
１
４
２

　

市
商
工
会
が
販
売
し
た
合
志
市

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
使
用
期

限
は
12
月
31
日
（
木
）
で
す
。
商

品
券
を
お
持
ち
の
方
は
早
め
に
ご

使
用
く
だ
さ
い
。

　

商
品
券
が
使
用
で
き
る
店
舗
に

は
ス
テ
ッ
カ
ー
と
の
ぼ
り
を
掲
出

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
最
新
の
取

扱
店
舗
一
覧
は
、
市
商
工
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

http://w
w
w
.koshi-sk.net/

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

合
志
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

　

事
務
局

　

☎ （
２
９
７
）２
０
８
５

　

11
月
30
日
は
、
国
民
一
人
一
人

が
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用

し
な
が
ら
高
齢
期
の
生
活
設
計
に

思
い
を
巡
ら
せ
て
も
ら
う
「
年
金

の
日
」
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
ね

ん
き
ん
定
期
便
や
ね
ん
き
ん
ネ
ッ

　

特
産
品
の
タ
ケ
ノ
コ
や
梅
の
生

産
振
興
お
よ
び
集
落
周
辺
の
保
全

の
た
め
、
農
村
集
落
に
混
在
す
る

未
整
備
の
竹
林
の
整
備
・
園
地
化

に
係
る
経
費
を
補
助
し
ま
す
。

●
交
付
対
象
者

① 

竹
林
の
所
有
権
な
ど
を
持
っ
て

い
る
人
、ま
た
は
竹
林
の
管
理
者

② 

①
の
人
か
ら
依
頼
を
受
け
、竹
林

の
園
地
化
整
備
に
つ
い
て
市
長

の
承
認
を
受
け
た
整
備
予
定
竹

林
が
存
在
す
る
集
落
内
の
団
体

●
補
助
金
の
額

・ 

間
伐

　

 

10
ａ
当
た
り
５
万
円
（
10
ａ
当

た
り
お
お
む
ね
２
５
０
本
程
度

の
植
生
を
整
備
し
、
肥
培
管
理

を
行
な
う
）

・ 
全
伐

　

 
10
ａ
当
た
り
10
万
円
（
市
が
認

め
る
樹
木
を
10
ａ
当
た
り
お
お

む
ね
50
本
植
え
付
け
、
肥
培
管

理
を
行
な
う
）

※ 

ど
ち
ら
の
場
合
も
平
成
28
年
３

月
31
日
ま
で
に
事
業
を
完
了
し

て
く
だ
さ
い
。

※ 

必
ず
整
備
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

農
政
課　

農
政
班（
合
志
庁
舎
）

　

☎（
２
４
８
）１
４
４
５

　

空
家
等
対
策
特
別
措
置
法
の
施

行
に
伴
い
、
市
の
空
き
家
対
策
を

推
進
す
る
た
め
の
基
礎
調
査
を
実

施
し
ま
す
。

　

腕
章
と
身
分
証
を
携
行
し
た
調

査
員
が
、
空
き
家
と
思
わ
れ
る
住

宅
の
現
地
調
査
を
行
な
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
と
き

　

11
月
初
旬
〜
12
月
下
旬

▼
と
こ
ろ　

市
内
一
円

▼
内
容

　

写
真
撮
影
な
ど
の
現
地
調
査

▼
調
査
会
社　

国
際
航
業
（
株
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課　

交
通
防
災
班

　
（
合
志
庁
舎
）

　

☎（
２
４
８
）１
１
１
２

　

パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
ス

ト
ー
カ
ー
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
、
職
場
で
の
い
じ
め
な

ど
、
女
性
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な

人
権
問
題
に
つ
い
て
、
年
間
を
通

じ
て
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

11
月
16
日
（
月
）
〜
22
日
（
日
）

は
、全
国
一
斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
に
合
わ
せ

て
、
受
付
時
間
の
延
長
と
土
日
の

開
設
を
行
な
い
ま
す
。
相
談
は
無

料
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

▼
と
き

・
11
月
16
日
（
月
）
〜
20
日
（
金
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

・
11
月
21
日
（
土
）
〜
22
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※ 

右
記
の
強
化
週
間
以
外
は
、
平

日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分
ま
で
と
な
り
ま
す
。

▼
電
話
相
談

　

☎
０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
地
方
法
務
局 

人
権
擁
護
課

　

☎（
３
６
４
）２
１
４
５

竹
林
の
整
備
費
用
を

補
助
し
ま
す

空
家
実
態
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
相
談
を

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

お
知
ら
せ

使
用
期
限
が
近
づ
い
て
い
ま
す

合
志
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

11
月
30
日
は
年
金
の
日

燃
や
す
ご
み
の
量
を

減
ら
し
ま
し
ょ
う

　

本
年
度
４
〜
８
月
ま
で
の
１
人
１

日
当
た
り
の
燃
や
す
ご
み
の
量
は
、

前
年
度
同
時
期
の
４
９
１
ｇ
と
同
じ

量
で
し
た
。

　

今
後
も
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

１人１日当たりの
燃やすごみの量
（４～８月）

H27H26

491g 491g
目標

405g



インフォメーション

　

生
産
者
と
消
費
者
が
収
穫
の
喜

び
を
分
か
ち
合
い
、
有
機
農
業
や

有
機
農
産
物
へ
の
親
し
み
を
広
げ

る
祭
り
と
し
て
開
催
し
ま
す
。
16

回
目
と
な
る
本
年
は
、「
遊
ん
で
食

べ
て
収
穫
祭
」
を
テ
ー
マ
に
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
な
い
ま
す
。

　

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
入
場

は
無
料
で
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.kum

ayuken.org/

▼
と
き　

11
月
21
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ

　

農
業
公
園
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク

▼
内
容

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

・ 

新
規
就
農
者
の
体
験
報
告
会
や

ラ
イ
ブ
演
奏
な
ど　

広
場

・ 

物
販　

有
機
野
菜
、無
農
薬
野
菜
、

加
工
食
品
、
飲
食
物
（
食
品
添
加

物
を
極
力
使
用
せ
ず
に
製
造
し

た
も
の
）、
雑
貨
、
本
、
栽
培
セ
ッ

ト
（
ぼ
か
し
肥
料
＋
ハ
ー
ブ
種
）

・ 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

ぼ
か
し
肥

料
作
り
、
蜜
蜂
の
巣
箱
作
り
、
五

木
村
の
木
材
を
使
っ
た
モ
デ
ル

ハ
ウ
ス
の
組
み
立
て
・
解
体
、
生

ご
み
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト

・ 

遊
び　

ヴ
ォ
ル
タ
ー
ズ
の
バ
ス

熊
本
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
の
祭
典

ゆ
う
き
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
５

　

熊
本
県
民
の
40
〜
75
歳
の
約
４

人
に
１
人
は
糖
尿
病
ま
た
は
そ
の

予
備
軍
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
県
で
は
、
糖
尿
病
や
健
康
に

気
を
つ
け
て
い
る
人
が
安
心
し
て

外
食
を
楽
し
め
る
よ
う
、
熊
本
大

学
や
熊
本
県
栄
養
士
会
、
飲
食
店

な
ど
と
連
携
し
て
ブ
ル
ー
サ
ー
ク

ル
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
と
提
供
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

ブ
ル
ー
サ
ー
ク
ル
メ
ニ
ュ
ー
と
は

　

１
食
当
た
り
の
総
エ
ネ
ル
ギ
ー

量
が
６
０
０K

cal

未
満
、
塩
分

３
ｇ
未
満
の
栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
配

慮
し
た
外
食
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

　

現
在
、
72
店
舗
が
美
味
し
い

ヘ
ル
シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
１
１
６
種
類

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新

規
提
供
店
も
募
集
中
で
す
。
詳
し

く
は
ブ
ル
ー
サ
ー
ク
ル
メ
ニ
ュ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://kum
am
oto-dm

staff.
org/bcm

/

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

県
健
康
づ
く
り
推
進
課

　

☎（
３
３
３
）２
２
５
２

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
（
小
・
中

学
生
以
下
）、
昔
あ
そ
び
（
竹

と
ん
ぼ
作
り
、
肥
後
ち
ょ
ん
か

け
ご
ま
な
ど
）、
昨
年
大
好
評

の
竹
製
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム

・ 

展
示　

く
ま
も
と
グ
リ
ー
ン
農

業
・
熊
有
研
の
活
動
内
容
な
ど

※ 

「
使
い
捨
て
ゼ
ロ
」
を
目
標
に
、

マ
イ
バ
ッ
ク
・
マ
イ
食
器
の
持

参
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
有
機
農
業
研
究
会

　

ゆ
う
き
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
５

　

実
行
委
員
会

　

☎（
２
２
３
）６
７
７
１

▼
募
集
案
内
配
布
場
所

①
熊
本
県
営
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー

②
西
合
志
庁
舎
（
都
市
計
画
課
）

③
㈱
コ
ス
ギ
不
動
産

　

㈱
明
和
不
動
産

▼
配
布
期
間
・
時
間

①
・
②
11
月
20
日
（
金
）
〜

　

12
月
４
日
（
金
）

※
土
日
祝
日
を
除
く

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

③
12
月
５
日
（
土
）
ま
で

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※ 

店
舗
ご
と
に
定
休
日
が
異
な
り

ま
す
。

▼
申
込
期
間

　

12
月
６
日
（
日
）
〜
12
日
（
土
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
営
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー

　

☎（
２
１
３
）２
７
１
１

▼
と
き　

平
成
28
年
１
月
９
日（
土
）

　

受
付

　

午
前
７
時
45
分
〜
８
時
45
分

※
小
雨
決
行

▼ 

と
こ
ろ　

農
業
公
園
カ
ン
ト

リ
ー
パ
ー
ク
内
・
周
辺
道
路

※ 

参
加
費
や
申
込
方
法
な
ど
、
詳

し
く
は
後
日
各
世
帯
に
配
布
す

る
チ
ラ
シ
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

生
涯
学
習
課

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
班（
ヴ
ィ
ー
ブ
ル
）

　

☎（
２
４
８
）５
５
５
５

県
営
住
宅

補
充
入
居
待
機
者
募
集

募　

集

合
志
市
民
健
康
カ
ン
ト
リ
ー

マ
ラ
ソ
ン
大
会
参
加
者
募
集

日
頃
の
食
事
を
見
直
そ
う

ブ
ル
ー
サ
ー
ク
ル
メ
ニ
ュ
ー

19 人の議員が市議会活動を報告します
市民と議会のまちづくり「議会報告会」
　総務・文教経済・健康福祉常任委員会ごとに代表議員が市の問
題点を分かりやすく報告し、参加者と意見交換を行ないます。
　議会に関心を持つことで議会が変わり、議会が変われば市が変
わります。議員一同、皆さんの参加をお待ちしています。

　●と　き　11月 28日（土）午後７時～
　●ところ　ヴィーブル２階　研修室

●問い合わせ先　議会事務局（合志庁舎）☎２４８－２０３８



ユーパレスパレスススススススス弁天

●申し込み・問い合わせ先
　ユーパレス弁天　☎348－2626
　※１1月12日（木）は休館日です。

●と　き　11月29日（日）午前11時～午後4時
●ところ　１階ロビー

血糖値（HｂA１ｃ）、血圧を測定し
てみませんか。約7分で結果がわか
ります。看護師、保健師、管理栄養
士による健康相談も実施します。

血糖値測定会
HｂA１ｃ） 血圧を測定し
血糖値測定会

回数券の日
11月５日（木）・15日（日）
　　19日（木）・25日（水）

無料

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

　

 http://w
w
w
.koshi-shakyo.

or.jp/top/

▼
注
意
事
項

・
昼
食
は
各
自
で
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

・
送
迎
は
保
護
者
で
お
願
い
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
社
会
福
祉
協
議
会

　

こ
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー

　

〒
８
６
１ -

１
１
０
２

　

須
屋
２
２
５
１ -

１

　

☎（
２
４
２
）７
０
０
８

学
校
法
人
第
一
学
園

▼ 

保
育
期
間　

12
月
25
日
（
金
）

〜
平
成
28
年
1
月
６
日
（
水
）

 （
土
・
日
曜
日
、
12
月
29
日
〜

１
月
３
日
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
〜

　

午
後
５
時
30
分

▼
と
こ
ろ
・
定
員

　

合
志
こ
ど
も
園
（
10
人
程
度
）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
選
考

▼
料
金

　

利
用
料　

３
、２
０
０
円

　

保
険
料　

８
０
０
円

※ 

本
年
の
夏
休
み
学
童
保
育
利
用

者
は
利
用
料
の
み
。

▼ 

申
込
期
間　

11
月
24
日
（
火
）

〜
12
月
７
日
（
月
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時
30
分

　
（
日
曜
日
は
除
く
）

▼
申
込
方
法　

申
請
書
に
就
労
証

明
書
を
添
付
し
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。（
郵
送
可
）

※ 

申
請
書
は
11
月
17
日
（
火
）
か

ら
合
志
こ
ど
も
園
で
配
布
し
ま

す
。
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

　

 http://sc.kum
am
oto-net.

ne.jp/koshi-pre/

▼
注
意
事
項

・
昼
食
は
各
自
で
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

・
送
迎
は
保
護
者
で
お
願
い
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

合
志
こ
ど
も
園

　

〒
８
６
１ -

１
１
１
２

　

幾
久
富
１
６
４
７ -

９
６

　

☎（
２
４
７
）１
１
６
６

▼
募
集
種
目　

貸
費
学
生（
技
術
）

▼
受
付
期
間　

12
月
１
日
（
火
）

　

〜
平
成
28
年
１
月
８
日
（
金
）

▼
試
験
日

　

平
成
28
年
１
月
30
日
（
土
）

　
（
合
格
発
表
は
４
月
下
旬
）

▼
資
格　

大
学
の
理
学
部
、
工
学

部
の
３
・
４
年
次
ま
た
は
大
学
院

（
専
門
職
大
学
院
を
除
く
）
修
士

課
程
在
学
（
正
規
の
修
業
年
限
を

終
わ
る
年
の
４
月
１
日
現
在
で
26

歳
未
満
（
大
学
院
修
士
課
程
在
学

者
は
28
歳
未
満
））

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
熊
本
地
方
協
力
本
部

　

菊
池
分
駐
所

　

☎
０
９
６
８（
２
４
）２
７
７
２

　

市
で
は
２
つ
の
事
業
所
へ
委
託

し
、
学
童
ク
ラ
ブ
に
加
入
し
て
い

な
い
小
学
生
を
対
象
に
冬
休
み
学

童
保
育
を
行
な
い
ま
す
。

市
社
会
福
祉
協
議
会

▼ 

保
育
期
間　

12
月
25
日
（
金
）

〜
平
成
28
年
1
月
6
日
（
水
）

　

 （
土
・
日
曜
日
、
12
月
29
日
〜

１
月
３
日
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
〜

　

午
後
５
時
30
分

※
延
長
保
育
あ
り
（
要
相
談
）

　
（
延
長
保
育
料
は
別
料
金
）

▼
と
こ
ろ
・
定
員

　

立
割
老
人
憩
の
家
（
15
人
）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

▼
利
用
料　

３
、５
０
０
円

※ 

別
途
、
保
険
料
・
管
理
施
設
費
と

し
て
２
、０
０
０
円
が
必
要
で
す
。

　

 （
本
年
の
春
・
夏
休
み
学
童
保

育
利
用
者
を
除
く
）

▼ 

申
込
期
間　

11
月
26
日
（
木
）

〜
12
月
5
日
（
土
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

　
（
日
曜
日
は
除
く
）

▼
申
込
方
法　

申
請
書
に
就
労
証

明
書
を
添
付
し
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。（
郵
送
可
）

※ 

申
請
書
は
11
月
12
日
（
木
）
か
ら

ふ
れ
あ
い
館
窓
口
で
配
布
し
ま

す
。
市
社
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

冬
休
み
学
童
保
育

長
期
休
暇
預
か
り
事
業

自
衛
官
募
集

　

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
に

知
っ
て
助
か
る
情
報
や
介
護
の
ポ

イ
ン
ト
、
介
護
保
険
の
利
用
方
法

な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
講
義
や
実
習

を
行
な
い
ま
す
。

▼
と
き
・
内
容

講
座
Ⅰ　

12
月
１
日
（
火
）

　
「
安
心
で
き
る
在
宅
介
護
」

　

 

食
事
介
助
、
排
せ
つ
介
助
、
口

腔
ケ
ア

講
座
Ⅱ　

12
月
15
日
（
火
）

　
 「

あ
わ
て
な
い
！
あ
な
た
に
で

き
る
緊
急
時
の
対
応
」

　

救
急
法
な
ど

講
座
Ⅲ

　

平
成
28
年
１
月
12
日
（
火
）

　
「
あ
な
た
を
守
る
福
祉
制
度
」

　

住
環
境
と
福
祉
用
具
な
ど

▼
と
こ
ろ

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

ふ
れ
あ
い
館

▼
対
象

　

介
護
を
し
て
い
る
人
や
、
こ
れ

か
ら
介
護
を
し
よ
う
と
考
え
て
い

る
人
な
ど

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
社
会
福
祉
協
議
会

　

生
活
支
援
課

　
（
ヴ
ィ
ー
ブ
ル
福
祉
会
館
）

　

☎（
２
４
８
）２
６
２
５

家
族
介
護
教
室

受
講
者
募
集



インフォメーション

合志の特産品が手軽に買える合志の特産品が手軽に買える

通販サイト 始めました

合志市で採れた旬のお野菜セットやブランド認証品など各種取り
そろえています。期間限定、ふるさと割で対象商品30%OFF！

一般社団法人クラッシーノこうし
野々島2441-1

電話注文・問い合わせ先

（平日）午前10時～午後5時
0120-015-254

クラッシーノ・マルシェ
http://www.klassino-koshi.jp/marche/

検索

合
志
市
・
菊
池
市
・
菊
陽
町
・
大

津
町
に
住
民
登
録
が
あ
る
人

▼
参
加
費　

２
０
０
円

　
（
当
日
納
入
・
保
険
料
含
む
）　

▼
コ
ー
ス 

・
一
般
＆
高
校
男
子
の
部
８
㎞

・
一
般
＆
高
校
女
子
の
部
４
㎞

・
中
学
生
の
部
（
男
女
）
４
㎞

▼
申
込
期
限　

12
月
１
日
（
火
）

▼
問
い
合
わ
せ
先　

　

菊
池
郡
市
体
育
協
会
事
務
局

　
（
大
津
町
総
合
体
育
館
内
）

　

☎（
２
９
３
）８
０
８
８

　

陸
上
の
無
線
局
の
無
線
設
備
の

運
用
の
た
め
、
第
３
級
陸
上
特
殊

無
線
技
士
国
家
試
験
合
格
を
目
標

と
し
た
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き

　

 

平
成
28
年
１
月
９
日
（
土
）、

16
日
（
土
）、
30
日
（
土
）

　

全
３
回

　

午
前
９
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ

　

熊
本
高
専　

熊
本
キ
ャ
ン
パ
ス

▼
対
象

　

平
成
28
年
２
月
期
の
国
家
試
験

受
験
を
予
定
し
て
い
る
人

▼
募
集
人
数　

10
人

※ 

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

し
、
12
月
25
日
（
金
）
ま
で
に

　

記
念
す
べ
き
第
１
回
大
会
で

す
。
寒
い
冬
に
ス
ポ
ー
ツ
で
熱
く

な
り
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き

　

12
月
19
日
（
土
）

　

午
前
９
時
〜

▼
と
こ
ろ　

ヴ
ィ
ー
ブ
ル

▼
部
門

・
40
歳
未
満
の
部

・
40
歳
以
上
60
歳
未
満
の
部

・
60
歳
以
上
の
部

　

 

全
部
門
男
女
混
合
チ
ー
ム
と

し
、
男
子
２
人
以
内
と
す
る
。

　

各
部
門
先
着
12
チ
ー
ム
ま
で
。

▼
申
込
期
限　

11
月
20
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

　

大
会
事
務
局　

西
川

　

☎（
２
４
８
）５
５
７
４

▼
と
き

　

12
月
13
日
（
日
）

　

受
付　

午
前
８
時
〜

　

集
合　

午
前
８
時
30
分

　

開
会　

午
前
９
時 

※
小
雨
決
行

▼
と
こ
ろ 

菊
池
市
浄
水
セ
ン
タ
ー

▼
参
加
資
格　

中
学
生
以
上
で
、

当
選
者
に
通
知
し
ま
す
。

▼
受
講
料　

１
、０
０
０
円

※ 

指
定
テ
キ
ス
ト
あ
り
。
別
途
、

各
自
で
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切

　

12
月
18
日
（
金
）

※
当
日
消
印
有
効

▼
申
込
方
法

　

①
希
望
講
座
名
②
氏
名
（
ふ
り

が
な
）
③
性
別
④
年
齢
⑤
郵
便
番

号
・
住
所
⑥
日
中
連
絡
が
と
れ
る

電
話
番
号
⑦
所
属
企
業
・
団
体
名

な
ど
⑦
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
あ
る

人
の
み
）
を
記
入
し
、
郵
便
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
高
等
専
門
学
校

　

総
務
課　

研
究
推
進
係

　

〒
８
６
１ -

１
１
０
２

　

須
屋
２
６
５
９ -

２

　

☎（
２
４
２
）６
４
３
３

　

 FAX（
２
４
２
）５
５
０
３

　

Ｅ
メ
ー
ル

　

sangaku@
kum

am
oto-nct.ac.jp

　

婚
活
の
手
助
け
を
し
て
い
ま

す
。
幸
せ
探
し
に
一
歩
踏
み
出
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　

12
月
20
日
（
日
）

①
午
後
１
時
〜
４
時

②
午
後
２
時
〜
５
時

▼
と
こ
ろ　
大
津
町
町
民
交
流
施
設

　

オ
ー
ク
ス
プ
ラ
ザ

▼
応
募
資
格

①
45
歳
以
下　

②
50
歳
以
上

▼
定
員

①
男
女
各
15
人
（
先
着
順
）

②
男
女
各
20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費　

１
、０
０
０
円

※
別
途
入
会
登
録
費
１
、０
０
０
円

▼
申
込
方
法　

必
要
書
類
を
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
必
要
書
類

　

履
歴
書
１
通
、写
真
（
上
半
身
・

は
が
き
サ
イ
ズ
）
３
枚
、
返
信
用

封
筒
（
本
人
の
宛
先
記
入
・
82
円

切
手
貼
付
）、
１
２
０
円
切
手

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　

は
っ
ぴ
い
♡
は
っ
ぴ
い

　

理
事
長　

江
藤
南
美
枝

　

〒
８
６
９ -

１
２
２
１

　

菊
池
郡
大
津
町
陣
内
１
６
５
２

　

☎
０
８
０（
２
７
４
５
）７
７
８
８

合
志
市
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

幸
せ
さ
が
し
「
合
コ
ン
」

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
っ
ぴ
い
♡
は
っ
ぴ
い

第
67
回
熊
日
菊
池
郡
市

マ
ラ
ソ
ン
大
会
参
加
者
募
集

熊
本
高
専
社
会
人
講
座

無
線
通
信
技
術
者
講
座



一般書

児童書
田んぼアートのキセキ田んぼアートのキセキ

にょにょにょっ記にょにょにょっ記

田舎館村副村長　葛西幸男　著
主婦と生活社　刊

穂村弘　著
フジモトマサル　イラスト

　　　　　　　 文藝春秋　刊

　人口わずか８千人の村が、体験
学習田をヒントに米作りを観光資
源に進化させ、来場者数を 27万
人にまで成長させた「田んぼアー
ト」発祥の地、青森県田舎館村（い
なかだてむら）の村づくりを紹介。
　小学生の「田舎館村という名前

は恥ずかしい」と言う声に始まった、誇れる村づくりの熱い
思いが伝わるまちづくりは、そこに住む人の地域愛と知恵が
生み出すものだと教えてくれる一冊。

　「そうそう ･･･」「あるある ･･･」
誰もが思い当たる日々のあれこれ
をすくい取って文字に表す。その
感覚の確かさは著者が歌人である
ゆえかもしれない。ちょっとした
疑問や発見、人には見せない心の
動きなど、思わず吹き出してしま

うユーモアに包まれた人間味あふれる日記風のエッセイ集。
『にょっ記』『にょにょっ記』に続く３作目。

市立図書館ホームページ蔵書検索　http://www.koshi-lib.jp/
携帯電話からの蔵書検索　http://www.koshi-lib.jp/_m/

QRコード
対応機種で
利用できます

新刊お薦め新刊お薦め新新

西合志図書館
マインドシアター
と　き　11月 28日（土）午後2時～
ところ　集会室
題　名　「５つの名作集」

おはなし会
と　き　毎週土・日曜日　午後2時～
ところ　おはなしの部屋
※11月28日（土）はありません。

ヴィーブル図書館
おはなし会
と　き　毎週土曜日 　午後2時30分～
ところ　おはなしコーナー
※11月14日（土）は多目的研修室で行ないます。

赤ちゃんのためのラッコちゃんおはなし会
と　き　毎月第3木曜日　午前11時～
　　　　（30分程度）
ところ　 ヴィーブル1階 

福祉会館　休養娯楽室

啼かない鳥は空に溺れる 唯川　恵　著
十字の記憶 堂場　瞬一　著
東京零年 赤川　次郎　著
アンフェアな国 奏　建日子　著
プロフェッション 今野　敏　著
掟上今日子の挑戦状 西尾　維新　著
総理にされた男 中山　七里　著
まれ　下 篠崎　絵里子　著
鬼神の如く 葉室　麟　著
地球の中心までトンネルを掘る ケヴィン・Ｕ　著
希望のかたわれ メヒティルト・Ｂ　著
腸を元気にするレシピ109 魚柄　仁乃助　著
おうちで作れる老舗のカフェスイーツ 山村　光春　監
ボケたくなければ歩きなさい 島田　裕之　監
美智子さまマナーとお言葉の流儀 渡邉　みどり　著
倭国の都は火国・熊本 小山　顕治　著

ジュニア空想科学読本　５ 柳田　理科雄　著
ぼくらのいたずらバトル 宗田　理　作
おとなになるってどんなこと？ 吉本　ばなな　著
笑い猫の５分間怪談　２ 那須田　淳　編
天と地の方程式　１・２ 富安　陽子　著
秘密 小林　深雪　著
魔女学校物語 石崎　洋司　作
ロスト・ワールド コナン・ドイル　作
動物探偵ミア ダイアナ・Ｋ　作
月にハミング マイケル・Ｍ　作
飛行士と星の王子さま ピーター・Ｓ　作
シロクマゆうびんきょく 木島　誠悟　作
さがそう！マイゴノサウルス やました　こうへい　作
ヘンテコシャンプー みやにし　たつや　作
ジャッキーつきへいく あだち　なみ　絵
あしにょきにょきにょき 深見　春夫　作

図書館だより図書館だより



西合志図書館　☎ 242-5555　ヴィーブル図書館　☎ 248-5754　　泉ヶ丘市民センター図書館 ☎ 247-1315
※ 11・12月の休館日は 31ページのお知らせカレンダーをご覧ください。

※移動図書館車の貸し出し時間は約20分です。
　早めにお越しください。移移

月　日 巡　回　地 時間

12月１日
（火）

菊香園 2号館
くぬぎ園・白鳩園
ケアハウス菊香園

13:30
14:00
14:40

12 月 2日
（水）

合志中央団地
みどり館
合生文化会館
黒松区公民館
上生区禁酒記念碑前

13:30
14:00
14:30
15:00
15:30

月　日 巡　回　地 時間

11月 10日
（火）

菊香園 2号館
くぬぎ園・白鳩園
ケアハウス菊香園

13:30
14:00
14:40

11 月 11日
（水）

新開区公民館
黒石区公民館
黒石市民センター
農研宿舎A棟前

13:30
14:00
14:30
15:00

月　日 巡　回　地 時間

11月 17日
（火）

みずき台集会所予定地
東須屋区公民館
須屋市民センター
上須屋学習センター
ふれあい館

13:30
14:00
14:30
15:00
15:30

11 月 24日
（火）

南陽区公園前
西須屋団地集会所前
元つどいの広場「わかば」
県営住宅区 5棟前駐車場
橋ノ元街区公園入口

13:30
14:00
14:30
15:00
15:30

星空観望会
と　き　毎週土曜日　午後7時～9時30分
　　　　（受付は９時まで）
＊雨天・曇天の場合は中止します。
＊参加費無料

西合志図書館天文台イベント情報
ところ　西合志図書館天文台　　　問い合わせ先　西合志図書館

ふたご座流星群
特別観望会

　三大流星群の一つです。一晩に見られる流
星数としては年間最大の流星群で１時間当
たり40～60個出現します。暖かい服装で天
文台へ来てください。

と　き　12月14日（月） 午後7時～9時30分
　　　　（受付は９時まで）
＊雨天・曇天の場合は中止します。
＊参加費無料

11月の星空
　秋の星座には明るい星が少なく、
少し寂しい夜空ですが、天頂付近の
ペガスス座の胴体を形づくる秋の四
辺形やW字型のカシオペヤ座など、
特徴ある形の星を楽しみましょう。

皆さん
のお越

しを

お待ち
してい

ます！
合志市文化フェスティバル参加
ヴィーブル図書館まつり 11/14（土）～ 15（日）
ところ　ヴィーブル　　　問い合わせ先　ヴィーブル図書館

14 15
㈯ ㈰

懐かしい紙芝居屋さん 10：30～ 12：00
ところ　ヴィーブル正面入口付近
懐かしい紙芝居、子どもから大人まで楽しめます

ペーパー工作
ところ　工芸実習室

表彰式 10：00～ 10：25
ところ　文化会館
　「わたしのすすめる本」「本の帯」
　「読書感想文」の表彰

文学講座 11：00～ 12：00
ところ　多目的研修室
内　容　古典文学に親しむ
講　師　緒方紀江さん

おはなしで世界めぐり 13：00～ 15：30
ところ　多目的研修室
内　容　イギリスから始まるおはなしの旅
講　師　読書ボランティア・図書館職員

読書クイズ 14 日・15日　10：00～
受　付　図書館入口
全問正解者には素敵な賞品をプレゼント！

リサイクル図書…古くなった本を皆さんに還元します
ところ　研修室・1階ロビー（冊数制限なし、無くなり次第終了）
14 日 10：30～ 16：30　15 日 10：00～ 16：30　

① 13：00～　20人程度
② 14：00～　20人程度



　１回目の健康講座は、熊本ＹＭＣＡ歌声わいわい代表

の小山哲夫と、素敵な音楽家の皆さんをお迎えしま

す。小山さん自らのがんや脳内出血の経験を通して、

健康に生きる毎日を楽しいおしゃべりと音楽で、皆さ

んと語り合います。参加費は無料です。一般の皆さん

も、お誘い合わせのうえご参加ください。

●と　　き　11月26日（木）午前10時～正午

　　　　 　　受付　午前９時30分～

●と こ ろ　ヴィーブル　文化会館

●内　　容　演題　歌声は健康な心とからだ

　　　　　　講師　熊本ＹＭＣＡ歌声わいわい代表

　　　　　　　　　小山哲夫with素敵な音楽家

　　　　　　　　　木村久美子さん（声楽家）

　　　　　　　　　塩永すみれさん（ピアニスト）

※健康講座②は12月９日（水）、③は平成28年１月21日

（木）に開催します。詳しくはお問い合わせください。

　実は、ドングリは大昔（縄文時代）の人にとって大切

な食べ物でした。今回は、どんぐりを生地に混ぜてクッ

キーを焼き上げます。

●と　　き　12月12日（土）

　　　　　　午前９時30分～11時30分

●と こ ろ　ヴィーブル２階　調理実習室

●対 　 象　市内小学生（24人）応募多数の場合は抽選

●参 加 費　50円（当日集めます）

●持ってくるもの　エプロン、タオル

●申込方法　ヴィーブルまで電話でお申し込みください。

●申込期限　12月４日（金）午後５時

ことぶき教養大学11月学習会

子ども歴史・科学体験教室
ドングリクッキーを作ってみよう

　縄文時代の遺跡や竹迫城跡など、市指定の文化財約

10カ所を巡ります。また、西合志郷土資料館や、合志

歴史資料館で開催中の特別展「ちょっと昔のくらし展」

も見学します。

●と　　き　12月８日（火）

　　　　　　午前９時～午後３時30分

●集　　合　ヴィーブル（午前９時）

　　　　　　御代志市民センター（午前９時20分）

●対　　象　市民（30人）

※応募多数の場合、初めての参加者を優先

して抽選します。

●参 加 費　600円程度（昼食代）

●申込方法　ヴィーブルまで電話でお申し込みください。

●申込期限　11月24日（火）午後５時

●そ の 他　運動靴や歩きやすい服装でお越しください。

心身の健康をサポートする事で知られているハーブで

すが、お料理にも活用されており、肉料理はもちろん他

のレシピにも取り入れることができます。

今回は数種類のハーブを使ってクリスマスのチキンと

スコーンを作ります。とても簡単なレシピです。

気軽にご参加ください！

●と　　き　12月10日（木）午前10時～正午

●と こ ろ　ヴィーブル２階　調理実習室

●募集人数　15人（応募多数の場合は抽選）

●材 料 費　1,000 円程度　

●持ってくるもの　エプロン、三角巾

●申込期限　11月30日（月）午後５時

●申込方法　ヴィーブルまで電話でお申し込みください。

第３回ふるさと探訪
まちめぐりバス参加者募集

ハーブで
クリスマスのおもてなし料理教室

きらきら輝く 明日への第一歩～楽しく学ぶ健康講座①～

ヴィーブルくん

トレーニングルーム・ヴィーブル図書館・合志歴史資料館　月末休館日 11月30日㈪
申し込み・問い合わせ先　ヴィーブル　☎248-5555
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児童館は、児童に健全な遊び場・機会を提供し、子
どもが心身ともに豊かな発達ができるよう支援する
ところです。行事の詳しい内容は各児童館にお問い
合わせください。なお、合志市子育てサイトに各児
童館だよりを掲載しています。
合志市子育てサイト　
http://kosodate.city.koshi.lg.jp/

※お金やゲーム機など貴重品は持ってこないように、また、
　持たせないようにしてください。

東児童館 ☎248-5203
開館時間／午前８時30分～午後５時（10月～５月）
休 館 日／月曜日、第2日曜日、祝日

☎248-3453
泉ヶ丘市民センター児童館 開館時間／午前８時30分～午後５時（10月～５月）

休 館 日／月曜日、第2日曜日、祝日

開館時間／午前８時30分～午後５時15分
休 館 日／祝日・第4月曜日西児童館 ☎242-7008

すてきなリースでクリスマスを飾ろう
●と　き　11月29日（日）午前10時～正午
●対　象　小･中学生、小･中学生の親子（先着10組）
●参加費　１人　200円
●内　容　世界に一つだけのすてきなリースを作ります。
●持ってくるもの　汚れてもいいタオル
●申込開始　11月10日（火）午前10時～

みんなおいで！きらきら★クリスマス
●と　き　12月６日（日）
　　　　　午後１時30分～３時30分
●対　象　誰でも参加できます（幼児は保護者同伴）
●定　員　先着70人
●参加費　１人　200円
●内　容　・劇団ぱれっとによる人形劇「ピノキオ」
　　　　　・おたのしみ会　・だご汁会食
●申込開始　11月17日(火)午前10時～
※電話受け付けは11月18日(水)～。
　入金後、本受け付けとなります。

ミニ門松を作ってみよう
●と　き　12月20日（日）午前９時～正午
●対　象　小中学生の親子（先着10組）
●参加費　１人　200円
●内　容　竹を切って本格的なミニ門松を作ります。
●申込開始　11月24日（火）午前10時～

泉ヶ丘市民センター児童館フェスティバル
●と　き　11月15(日)　午後１時～4時
　　　　　受付　午後０時30分～
●対　象　誰でも参加できます
●参加費　無料

●内　容　ちゃちゃ丸の「パフォーマンスショー」
わくわくショップ（くじ引き･だがしすくい･あめ
ネックレス･バザー）、あそびのひろば（さかなつ
り･アヒルキャッチ･ヨーヨーつりなど）、食のひろ
ば（だんご汁・ポテト･炊き込みご飯など）、ふれ
あい動物ひろば、フリーマーケット

第13回ふれあい館クリスマス交流音楽祭
～MICA＆ふれあいファミリークリスマスライブ～
●と　き　12月13日（日）午後１時30分～３時
●ところ　ふれあい館　交流ホール
●対　象　誰でも参加できます（定員200人程度）
●参加費　無料
●内　容　CMソングでおなじみのMICAさんやサンタ

クロースたちとクリスマスを楽しみます。
※ふれあい館窓口にてチケット配布中。電話での仮予

約も可、日曜・祝日を除く。
※当日はふれあい館内でふれあいフェスティバル（午

前10時～午後３時30分）も開催します。体験マル
シェ、グルメマルシェ、手作りバザー、お楽しみ抽
選会など盛りだくさんです。

親子でしめ縄を作ろう
●と　き　12月26日（土）午前10時～正午
●ところ　ふれあい館
●対　象　誰でも参加できます（10家族程度）
●参加費　300円
●内　容　家に飾るしめ縄を自分で作ります。
●持ってくるもの　軍手、汚れてもよい服装、飲み物
●申込開始　11月19日（木）午前９時～
　　　　　　（日曜・祝日を除く）
※ふれあい館窓口で入金後、本予約となります。
  （電話での仮予約可）
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*Sweet shop* 

*Renewal* 

竹の皮で包んで蒸しあげた
栗むし羊羹。栗の香りと食感
がアクセントに。甘さ控えめ
で後味あっさり。秋冬限定で
販売しています。
１本 1,000円（税込）

10月４日にリニューアルオープンし
ました。スロープや手すりを取り付
け、地域の皆さんにますます愛され
るお店を目指します。

イオン菊陽店のみの限定
販売！ここでしか購入す
ることができない、とっ
ておきのスイーツです。
１個 162円（税込）

問い合わせ先　　一般社団法人 クラッシーノこうし　☎342‐5554　FAX 342‐5550
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ホームページ  http://www.klassino-koshi.jp

不二家　イオン菊陽店

人気No.1！クッキーシュー　　

不二家創業からおよそ100年、イオン菊陽店では地元の食材を
使用し、地元の方に喜んで頂ける商品づくりを目指していま
す。独自の厳しい衛生基準をクリアしているので安全で安心！

今月号は地ブラ事務局スペシャルをお届け！
うまかもん店、スイーツショップ２店舗の
新商品・人気商品をご紹介します！

独自のレシピで作り上げたコンテッサー
クリーム、自家製窯で焼き上げたサクサ
クのクッキー生地との相性抜群！当店人
気No.1です。また、合志産の生姜を使っ
た「生姜黒糖シュー」も大好評発売中。

（有）　大盛堂

４年ぶりに復活
　　　　　栗むし羊羹

和・洋ともに自慢のお菓子を取りそ
ろえています。県産の食材を中心に
使い、一つ一つ真心を込めて手作り
しています。

☎232-4176　住）菊池郡菊陽町津久礼2472　
 休）無休　営）9：00～20：00

☎344-8124　住）須屋672-16　
 休）無休　営）9：00～20：00

うまかもん店 自慢のおすすめ一品

スペシャル

　上・下の絵から「7つ」違いを探し、答えをはがきに書いて送ってく
ださい。正解者の中から10人に、「図書カード（500円分）」をプレゼ
ント。当選者の発表は発送をもって代えます。

●締め切り　11月30日（月）必着
●応募方法　はがきに必要事項を記入して、
　　　　　　ご応募ください。

＜裏面＞

11 月号
①□□□□　⑤□□□□
②□□□□　⑥□□□□
③□□□□　⑦□□□□
④□□□□

住所・氏名・年齢・
電話番号
ご意見、ご感想など

8 6 1 1 1 9 5

合
志
市
役
所

「
間
違
い
さ
が
し
」
係

先月号の答え

絵　佐藤峰子さん（黒石団地）



消費生活センター
生活支援相談センター
女性・子どもに関する相談
黒石原演習場関係

相談方法……電話・来庁 ☎ 248-5442　ところ……合志庁舎　２階 総務課内 消費生活センター
相談方法……電話・来庁 ☎ 242-9020　ところ……西合志庁舎３階 安心サポート合志
相談方法……電話・来庁 ☎ 242-1240　ところ……西合志庁舎３階 女性・子ども支援室
総務課　総務・男女共同参画班 ☎ 248-1112

問
い
合
わ
せ
先

合志市役所
合志庁舎………☎248－1111（代）
〒 861-1195 合志市竹迫 2140
西合志庁舎……☎242－1111（代）
〒861-1193 合志市御代志1661-1
■市市民課 ☎ 248－ 1113　■税税務課 ☎ 248－ 1114　■健健康づくり推進課 ☎ 242－ 1183　■人人権啓発教育課 ☎ 242－ 1190　■生生涯学習課 ☎ 248－ 5555　
■西西合志図書館 ☎ 242－ 5555　■合ヴィーブル図書館 ☎ 248－ 5754　■社合志市社会福祉協議会 ☎ 242－ 7000　■ククラッシーノこうし ☎ 342－ 5554

須屋支所……………☎ 345－ 4400
泉ヶ丘支所（市民センター）☎ 248－ 3453
御代志市民センター☎ 242－ 1190
ヴィーブル…………☎ 248－ 5555
みどり館……………☎ 248－ 0400

ふれあい館…………☎ 242－ 7000
三つの木の家………☎ 248－ 6277
老人憩の家…………☎ 242－ 2030
西合志図書館………☎ 242－ 5555
ヴィーブル図書館…☎ 248－ 5754

ユーパレス弁天……☎ 348－ 2626
人権ふれあいセンター☎ 248－ 3893
合生文化会館………☎ 242－ 3218

11/5木 6金 7土
３歳児健診■健
13:15～ 13:45
ふれあい館
図書館延長開館■西
20:00まで
西合志図書館

市ウオーキング大会■健
7:30～
カントリーパーク
合志市秋まつり■ク
11:00～
カントリーパーク
星空観望会■西
19:00～ 21:00
西合志図書館天文台

8日 9月 10火 11水 12木 13金 14土
窓口証明業務
日曜日開庁■市 ■税
9:00～ 13:00
合志庁舎

３歳児健診■健
13:15～ 13:45
泉ヶ丘市民センター

こころの相談■健
13:45～要予約
西合志庁舎
法律・行政・
心配ごと相談■社
10:00～ 14:30
みどり館

１歳６カ月児健診■健
13:15～ 13:45
ふれあい館
図書館延長開館■西
20:00まで
西合志図書館

合志市文化祭■生
9:00～ 17:00
ヴィーブル
図書館まつり■合
10:00～ 16:30
ヴィーブル
星空観望会■西
19:00～ 21:00
西合志図書館天文台

休●▲★■◆ 休◎

15日 16月 17火 18水 19木 20金 21土
窓口証明業務
日曜日開庁■市 ■税
9:00～ 13:00
合志庁舎
合志市文化祭■生
9:00～ 16:00
ヴィーブル
図書館まつり■合
10:00～ 16:30
ヴィーブル

育児相談■健
９:30～ 11:00
泉ヶ丘市民センター

１歳６カ月児健診■健
13:15～ 13:45
泉ヶ丘市民センター

７カ月児健診■健
13:15～ 13:45
泉ヶ丘市民センター
図書館延長開館■西
20:00まで
西合志図書館
ブックスタート■合
14:00～ 16:30
泉ヶ丘市民センター

法律・行政・
心配ごと相談■社
10:00～ 14:30
西合志庁舎

星空観望会■西
19:00～ 21:00
西合志図書館天文台

休●▲★■◆ 休◎

22日 23月㊗ 24火 25水 26木 27金 28土
窓口証明業務
日曜日開庁■市 ■税
9:00～ 13:00
合志庁舎

４カ月児健診■健
13:15～ 13:45
ふれあい館

７カ月児健診■健
13:15～ 13:45
ふれあい館
図書館延長開館■西
20:00まで
西合志図書館
ブックスタート■西
14:00～ 16:30
ふれあい館

４カ月児健診■健
13:15～ 13:45
泉ヶ丘市民センター

星空観望会■西
19:00～ 21:00
西合志図書館天文台

休■◆ 休●▲★◎

29日 30月 12/1火 2水 3木 4金 5土
窓口証明業務
日曜日開庁■市 ■税
9:00～ 13:00
合志庁舎

栄養教室■健
10:30～
ふれあい館

法律・行政・
心配ごと相談■社
10:00～ 14:30
泉ヶ丘市民センター

献血■健
9:30～ 12:00
西合志庁舎
３歳児健診■健
13:15～ 13:45
泉ヶ丘市民センター

３歳児健診■健
13:15～ 13:45
ふれあい館
図書館延長開館■西
20:00まで
西合志図書館

人権フェスティバル■人
9:00～ 12:10
ヴィーブル
星空観望会■西
19:00～ 21:00
西合志図書館天文台

休●▲★■◆ 休◎

6日 7月 8火 9水 10木 11金 12土
窓口証明業務
日曜日開庁■市 ■税
9:00～ 13:00
合志庁舎

特設人権相談■人
10:00～ 15:00
泉ヶ丘市民センター・
ふれあい館

１歳６カ月児健診■健
13:15～ 13:45
泉ヶ丘市民センター

こころの相談■健
13:45～要予約
西合志庁舎

１歳６カ月児健診■健
13:15～ 13:45
ふれあい館
図書館延長開館■西
20:00まで
西合志図書館
法律・行政・
心配ごと相談■社
10:00～ 14:30
みどり館

４カ月児健診■健
13:15～ 13:45
泉ヶ丘市民センター

星空観望会■西
19:00～ 21:00
西合志図書館天文台

休●▲★■◆ 休◎

●コミュニティ施設休館
  （御代志市民センター・須屋市民センター・黒石市民センター・野々島公民館）
▲ヴィーブル休館・市民体育館休館　◎みどり館休館
★市立図書館休館　■老人憩いの家休館　◆ふれあい館休館

11 12月

市県民税　　　　第６期
国民健康保険税　第６期　の納期限は11月30日（月）です
固定資産税　　　第６期 { 口座振替も11月30日（月）です



●問い合わせ先　人権啓発教育課（御代志市民センター） ☎242-1190

　熊本県人権啓発キャラクター「コッコロ」に
楽しい仲間が加わり、人権の大切さを伝える
コッコロ隊として活動しています。
　一緒に歌を歌ったりダンスをしながら、みん
なで人権のことを考えてみましょう！

ヴィーブル
メインアリーナ他

12月5日（土）と き

ところ

  ８：２０　　受　付
  ９：００　　開会行事
  ９：３０～　コッコロ隊　ミニステージ
  ９：４５～　①さくらんぼ保育園発表
　　　　　   ②西合志南小学校発表
１０：３０～  辻井いつ子さん　講演会
１２：００～  人権フェスティバル宣言文（案）
　　　　　   朗読・採択
１２：１０～　閉　会

プログラム

西合志南小学校
　　　「水俣学習から」

さくらんぼ保育園
　　　「和太鼓演奏」

展示コーナー

講　　演　　会

※ヴィーブル展示ギャラリーで11月25日（水）から12月13日（日）
　まで市内の保育園や小・中学校のポスターなどを展示します。

※当日は、手話通訳・要約筆記を行ないます。
※会場は冷えますので座布団などをご持参ください。

人権ポスター・標語
　　　人権擁護委員活動紹介

第10回
合志市

〜
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コ コッ ロ 隊

主　催／合志市人権フェスティバル実行委員会、合志市、合志市教育委員会　共　催／合志市人権教育推進協議会

入場
無料

　世界的ピアニスト辻井伸行さんの母で
あり、元フリーアナウンサーの辻井いつ子
さんが、自身の経験をもとに、子ども
の才能を引き出す子育ての方法や、明
るく、楽しく、あきらめない生き方の
秘訣について講演します。

【講　師】 辻井 いつ子さん              

【演　題】 子どもの才能の見つけ方、伸ばし方
　　　　  ～明るく、楽しく、あきらめない生き方～

合志市誕生10周年記念特別講演会

事前の予約が必要となりますので、11月27日（金）までに問い
合わせ先へ申し込んでください。

託児 （対象・・・１歳から小学校３年生）

　  10周年記念

●曲 名 「さくらんぼ太鼓」●曲 名 「さくらんぼ太鼓」
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※9月末現在
（　）内は前月比

59,527（＋    86）人　口

22,679（＋    52）世　帯

出　生……61
死　亡……41

転　入……206
転　出……140
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